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資本は本質的に資本を生産する
KarlMarx，ＤｑｓＫｄｐｉｍｌ 
「資本」－その名を題名（subject）に冠する書物の主題（subject）は，その概念そのものにあるはずで
ある．じっさい，資本の何たるかを解明するために，「資本」と題されている書物が幾度となく参照されてき
た．しかしながら，それは『資本』という名の書物に関する解釈をめぐる鎗争であるか，『資本』という題の
書物に関する代替案をめぐる論争であった．それは『資本」についての考察ではありえても，「資本」そのも
のの考察ではなかった．つまり，資本そのものが何であるかという問は奇妙にも忌避されてきたのである．
一体，資本とは何を意味するのであろうか？
ここで，資本という言葉の語源をさかのぼってみよう．それはラテン語のcaputに端を発し，次々と生ま
れ増えていく羊の頭を意味していた．これが後に転じて，殖えていく財産である資本capitalを意味するよ
うになったという')．
今度は，資本という言葉の意味を経済学の歴史上でさかのぼってみよう．するとそこには，羊の頭の数ほ
どの（いや，経済学者の頭の数ほどの）多種多様な意味を見いだすことになるはずである．その奇妙なまで
に混沌とした言葉の乱立を注意深くｌＩｌＦ分けしてみると，さらに奇妙な事態が出現する．そこには，ほぼ二つ
の（しかも対照的な）見方を発見することができるからである3)．
その一つは，資本を「過去において」生産された諸々の財の総体として捉える見方である．この財の総
体を，個々の財の集合として捉えても，集計化された－変数として捉えても構わない．焦点は，双方と
も「過去において」生産されたものであるという点では同様であるということである．このような見方を
baEkwald-lookingと呼ぼう．もう一つは，資本を過去において生産されたものとしてではなく，「将来にお
いて」利得をもたらすものとして捉える見方であるこの利得が，重々しい財を保有した結果であっても，吹
けば飛ぶような紙切れを保有した結果であっても栂わない．問題は，両方とも「将来において」利得をもた
らすものであるという点では同一であるということである．二のような見方をfbrward-lookingと呼ぼう．
このように，資本という同じ概念に対してほぼ対蹴的な見方が成立している．一方のｂ“kward-looking
は過去からの蓄え物として，他方のfbrwald-lookingは未来からの贈り物として，同一の事物を捉えている
ことになる．同じ事象に二つの異なる観念が同時に成立することは，ほとんど二律背反の定義ですらある．
ここに，資本に関する言説の奇妙さがある．
それでは－体，資本とは何か？－本稿は，このたった一つの問いを巡って展開される．
】）平田(1980）参照のこと．
2）以下の記述における分類はHicks(1974)に負っている．また，Hicks(l973ICI1ap､13）も参照せよ．
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第１章
資本の形式
本章では，まず初めに，資本の形式に対して一般的な表現を与える．資本の一般的形式は，正のインフ
ロー・アウトフロー・ギャップとして定義され]正のギャップは価値増殖，インフロー・アウトフローの交
差的な運動は変態と呼ばれることになる．ここから資本三形式を導出し,単一の流通圏では産業資本的形式
のみが増殖することを主張する．
次に，産業資本的形式が形式を持つことを明らかにする．まず，幾つかの代数的な定義を与えた後，資本
の三循環である貨幣・生産・商品の三資本の循環を定式化する．そこでの帰結は三循環ともに一般的形式に
当てはまる形式を持つということである．さらに，それらの総和として産業資本的形式を定式化する．産業
資本的形式の増殖分は，利潤というインフローと配当というアウトフローとのギャップとして定式化され，
産業資本的形式が一般的定式に当てはまる形式を待つことが主張される．
1.1資本の形式
１１１資本の一般的形式
『資本』と題された書物の中で最初に資本について言及している箇所は，「貨幣の資本への転化」と題され
た第一巻第四章である．
この〔過程Ｇ－Ｗ－Ｇの〕完全な形態は，Ｇ－Ｗ－Ｇ'であって，このＧ'は，ＧノーＧ＋△Ｇ，
すなわち，最初に投下された貨幣額プラスある増加分に等しい．この増加分，または最初の価値を超
える超過分を，私は名づけて剰余価値と呼ぶ．それゆえ，最初に投下された価値は，流通において自
らを維持するばかりでなく，流通においてその価値の大きさを変え，ある剰余価値を付け加える．す
なわち自ら価値増殖するのである．そしてこの運動が，最初に投下された価値を資本に転化させるの
である．（『資本論』第一巻，原書164頁．以下Ｋ,１，s164と略記）
ここで，Ｇ－Ｗとは「買い｣，すなわち貨幣を手放し商品を手に入れることを指し，Ｗ－Ｇ′とは「売
り｣，すなわち商品を手放し貨幣を手に入れることを指す．そして，買いよりも売りが上回れば，最終的に増
加分△Ｇは正となる．このＧ－Ｗ－Ｇ'の運動総体を，「資本の一般的形式（dieallgemeineFolmeldes
Kapitals)」（Ｋ・’１，ｓ170）と呼ぶ．資本はこの総体であるＧ－Ｗ－Ｇ’という時間軸上の運動から見いだ
される．
３ 
しかしながら，「この運動が，最初に投下された価値を資本に転化させる」のであって，逆ではない．つまり，
通念で思われているように，まず最初に資本Ｇがあって，その資本が買いや売りを通じて増殖分△Ｇをも
たらすのではない．資本はこのような時間軸の順序で存在するのではなく，逆の順序で同定（identilication）
されるのである．二の意味で，資本は遡及的あるいは事後的にしか見いだされない
資本が資本として同定されるには，まず，時間軸上のある時点において，売買差額としての増加分△Ｇが
論理的に先行する．ついで，この増殖運動によって，増殖以前の時点にある（△のつかない）Ｇが資本と
して遡及的に同定されるのである．
大切なのは！この事後性である．最初に資本Ｇがあって，これが資本だから売買差額たる増殖分△Ｇを
もたらすのではない逆である．ある売買差額たる増殖分△Ｇがあったとしたら，事後的に当初のＧが資
本として同定されるのである．だから]ある何かが資本であるのはⅢ増殖△Ｇがある限りにおいてなのであ
る．それでは－体，この増殖運動はいかにして可能なのであろうか？
資本の増殖一この間題は幾多の哲学者を倫理的に憤らせ，多くの経済学者を理論的に悩ませてきた．あ
るものを買い，そしてその同じものを売って，どうして増殖が行われるのであろうか？一体Ⅱ資本は何処
から生まれてくるのであろうか？
商品が共同体と共同体の間に発生したのと同様に，資本もまた流通市場と流通市場との間に発生する
ものといってよいであろう．商品，貨幣，資本の流通諸形態は，いずれもかかる外来的なるものの共
同体内への浸透として展開されるのである．（宇野(1964)，３８頁．引用頁は岩波全書版.）
資本の起源は「流通市場と流通市場との間ｊにある．端的に言えば，それは，ある一つの流通圏で安く買
い，別の流通圏で高く売ることである．しかし，ここで重要なことは，そのためには「外来的なるもの」と
｢共同体内」という二つの契機が存在していなければならないということである．
資本は「外来的」なる流通圏と「共同体内」にある流通圏との二つの間から発生する．すなわち，外部へ
と流出する貨幣はより少なく，内部に流入する貨幣額はより多く－資本の増殖は，この単純な格率しか持
ち合わせていない．そして資本は，この内部と外部との差異を自己の起源とするのである．すなわち’資本
は，内部と外部との差異から生まれる．この内部と外部との差異を媒介することによって，資本は生まれ出
てくるのである．
以上で，われわれは資本の運動を一般的に定式化，いや形式化（fbrmalize）することができる．
定義１（資本の一般的形式）資本とは．変態を繰り返しながら無限に増殖していく運動体のことである内
部から外部への厄の流出を０１人t/11m〃とし‘外部から内部へのにの流入をIMowjとする．このとき，正の
資本の増殖分を△に＞ＯとするとⅢ資本の一般的形式は，
△)C＝に'８ＭCuﾉｰﾉUsout/701"．
となる．資本には．この運動から遡及的に同定される．
これは資本の一般的形式のかなり忠実な定式化である')．ここで，左辺の△には資本の増殖分△Ｇに対
応している．これが正であることを，資本の価値増殖（valorization）と呼ぶ．そして右辺は，に'sinHowが
｢売り」Ｗ－Ｇ',に'soutHowが「買い」Ｇ－Ｗにそれぞれ対応している．このインフローとアウトフロー
'）じっさい，Ｃ－Ｗ－Ｇ’におけるＧ’は，Ｃ’＝Ｇ＋△Ｃであるから．△Ｃ＝Ｃ’一Ｃとなる．この右辺にインフローとア
ウトフローを明示化したものがわれわれの安本の一般的形式となる．
４ 
の交差的な運動を，変態（metamorphosis）と呼ぶ2)，それゆえ，資本の一般的形式は，この価値増殖と変
態との二つの契機を表裏一体のものとして定義される．それは！いわばインフローとアウトフローとの差額
(inflow‐outnowgaP）として定義されるのである．資本は，だから，流れ（flow）の中から定義される3)．
これを図示すると，図１.１のようになるであろう．これは資本の増殖を，外部へのoutflowと内部への
mllowとの差額によって増殖する様を表している．
に，sinHowl
￣－－~戸△に
；に，soutHow
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図1.1：資本の一般的形式
この資本の一般的形式が，語の真の意味において一般的な形式であることに注意しよう．これが何よりも
｢形式」（fbrmula）である理由は，この形式，いや公式（fbrmula）を満たさなければ資本の要件を満たさな
いからである．それゆえ，あるものが資本であるかどうかは，この形式を満たすかどうかにかかっている．
そして，それが「一般的」であるのは，資本の構成要素である商品や貨幣といった「個別性」からの抽象で
あるからである．それゆえ，ある個別的な商品や貨幣がそのままでは資本でないのは，それが形式の一般性
を満たさないからである．しかし，この一般的形式の一般性は，もう少し別のところにある．それは，形式
としては個別的な，「商人資本的形式」「金貸資本的形式」「産業資本的形式」という三つの形式を導き出すこ
とができるという点にある．じっさい，ある流通圏とその外部において商品と貨幣の振る舞いを定式化して
みるとⅢ一般的形式を満たす三つの形式が導出できるのである．
早速作業に取りかかろう．
112資本の三形式
ある一つの流通圏と，その外部を考えよう．そして，この流通圏においてどのように商品と貨幣が増殖す
るかを定式化してみよう．まず貨幣の増殖を考えると，図１.２のようになる．
図１．２はⅢある流通圏と外部との接触によって，貨幣が増殖する可能`住を能う限り描き出している．商品
交換によって貨幣が増えるには，商品の流出を伴うはずである．それが図１．２では上の方に描かれている貨
2）資本のメルクマールに変態を採用したのは宇野弘駁が先駆的である．例えば宇野(1969b)を参照せよ．ただし，ここでの使用法
はそれとは大きく異なっている．
3）『直接的生産過程の諸結果』と呼ばれる草稿の中には，次のような記述が存在する．
資本は,（資本形成の出発点である）貨幣という最初の（言わば）仮象形態の下においては，単に貨幣として……存在して
いるに過ぎない．しかしこの貨幣は価値増殖を遂げなければならない．……つまり，既存の価値が保持されるだけでな
く１それはまた，増加分としての△壁の価値，すなわち剰余価値を創出しなければならない．かくして，既存の価値，既存の
貨幣額は，流動態Fluensとして現象し，増加分は流動分F1uxionとして現象しなければならない（KarlMarXFriedrich
EngelsGesamtausgabe(ＭＥＣＡ),Ｂａｎｄ４，Tbill,Ｓ459） 
ここで，流動態と仮に訳したＦｌｕｅｎｓとは１１９世紀当時の物理学用語で，現代の数学用語で首えば変数（r，ｐなど）にあたり，
変化するものという意味のラテン語である．流勵分Fluxionは現代の数学用語で言えば微係数（△g/△垂）にあたる．科学哲学
史ではⅢそれぞれ流動体，流束と訳されることが多い（なお，この用語が科学史上初めて用いられたのは，Ｎｅｗｔｏｎの手による
１６６６年１０月輪文においてである)．ここでの資本は明示的に変化すべき流れとして捉えられている．この定軽がわれわれの定
式と整合的であることは言うまでもない．
５ 
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図１２：貨幣の増殖
幣Ｇと商品Ｗによって示されている．さらに，商品の移動を伴わない貨幣の流出入が考えられるはずであ
る（いわゆるfinanciajinHow-outflowがそれである)．それが図１２では下の方のＧの流出入によって
示されている．
貨幣の流入に関しては，これ以外の方法をもたない．すなわち，外部とのやりとりで貨幣を増やすには,
商品と貨幣との流出入によるか，貨幣のみの純流入Iこよるかの二つに－つである．
さて，この図に対して代数的な表現を与えておこう．資本制的生産様式が支配的な社会における一定期間
の貨幣の増大を，△Ｍと書くことにしよう．すると，以下の定義が成り立つ．
定義２（貨幣の増殖）ある流通圏とその外部を考える貨幣が増殖するのは，１)商品販売の対価による貨
幣のMO1ljと,２)商品の移動を伴わない貨幣の〃ellβ7,,DcjlzlMo1〃とに分けられる．すなわち．
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ゴー１
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＝－、~､p;△エイ＋mボー､。 （1.1） 
ゴー１
”；は第j商品の購買量(buy)を示し,露;は第ji商品の販売量(s⑥le)を示している,ゆえに,(zﾀｰ錘;)＝△砥）
は商品ｊの純購買量,すなわち純流量(How）である．そして,ｐ:という記号は，商品ｊの「外部」との交
換の時に成立している価格，すなわち外部価格（outerprice）を意味している．これにマイナスの純流量を
かければ，対価としての貨幣の純流入量を示していることになる．この社会にはｎ種類の商品が存在すると
すれば,－乞尖,巧△虹)は,ｎ種類の商品が当該社会から流出することによって,その対価として貨幣の当
該流通圏への流入してくる総額を示していることになる．さらに，右辺第二項のｍｆ－ｍｏは商品の移動を
伴わない貨幣のインフローとアウトフローとの純流入（nethnancialinflow）を示している．
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図1.3；商品の増殖
さて次に，商品の増殖について考えてみよう（図1.3参照)．当該流通圏に商品を増やす方法は，二つしか
ない．一つは，図１．３の上方に描かれている外部からの（貨幣の流出を伴う）商品の流入である．内部での
商品の交換，すなわち商品流通は，当該流通圏内の単なる移動であって，増殖することはない．それゆえ，
６ 
流通圏内部の交換は図示されず]流通圏の外部との交換のみが記されている．そして！もう一つの方法は，
資本制的生産様式が支配的な社会において生産がおこなわれている場合である．それによって，商品はもち
ろん増殖するはずである．それゆえ，商品が増えるのは，貨幣の移動を伴いながら増えるか，商品のみで増
えるかの二つに－つである．
これに対しても代数的な表現を与えておこう．商品ｊの増加に対して△X〕という表現を与えることにし
よう．すると，以下の定義が成り立つ．
定義３（商品の増殖）ある流通圏とその外部を考える商品ｊが増殖するのは’１）購買による商品jiの
汎信llMolj1と．２)商品ｊの生産とに分けられるすなわち，
△xj＝ｚｊ－錘;＋△z；
＝△範分△動；（'2）
これは,商品jが増えるには,外部から貨幣と引き替えに商品移動が起こる場合(すなわち△麺ノー塾ﾀｰ麺；
の項目）か,内部で生産が起こる場合(すなわち△⑩;）である内部で生産が起こる場合は，自分で作った
物を自分で買うわけではないから，上付き添え字は販売量を示すSがつくことになる．
いよいよわれわれは，資本の三形式について論じることができる．
資本は外部との接触によって増殖する．すなわち，外部とのインフローアウトフローギヤップによって増
殖する．それゆえ，当該流通圏内部における「資本の増殖分」を△にとすると，
汎
△ＩＣ＝T~､p;△x〕＋△Ｍ （1.3） 
ｊ＝１ 
となる.ただし,ｐ;は流通圏内部(mner)における商品ｊの内部価格(innerprice)である
さて｜ここから資本の三形式を導出してみよう．上記方程式(1.3)に先の方程式(1.1）と（L2)を代入し
てみよう．すると，
TI 
△に＝▽p;△J(〕＋△Ｍ
ｊ＝１ 
， 九
＝Ｗｉ;－！｡;)△趣/＋(㎡－，鱗)＋Tjq;△鯉；（'4）
ｊ＝１ｊ＝１ 
この方程式(1.4）こそ資本の三形式を表すものである4)．
まず，右辺第一項を見てみよう．これは外部との取引によって得られた商品を内部において売ることに
よって成立する資本形式である．これは，商人資本的形式Ｇ－Ｗ－Ｇ’と呼ばれるものに他ならない．その
G-Wに対応するのが,p;△⑳;であるp;△露；は外部との取引によって買ってきた商品額を示している
また,W-G'に照応するのが,p)△趣)であるこれは(外部から買った商品を)内部において売った商品
額を意味している．商人資本的形式の運動が存在するかどうかは，この第一項が正であるかどうかにかかっ
ている．商品ｊの変態によって増殖した商人資本(Handelsl⑱lpital)的形式の資本の増殖分を△にｻﾞと書く
ことにしよう．すると]商人資本的形式は
4)以上の推論は，Br6dyらによる熱力学の第一法則の経済学への応用結果に酷似している．Br6dyetal（1985)参照のこと．そ
の後の発展はBurleyandFbster（1994)で追うことができる．
７ 
、 九
△にH＝、~､△１９J＝▽(p)-p;)△z｝
ゴー１ｊ＝１
と書くことができる．そして，この形式は「資本の一般的形式」であるに'sinflow-に'soutllowを満たし
ていることにも注意しておこう．それゆえ，商人資本的形式は資本の一般的形式に当てはまる．いわば，「個
別的」な三形式の一つである商人資本的形式が資本の「一般的」形式に当てはまっているのである5)．
続く第二項を見てみよう．これはある時点の外部からの貨幣流入によって特徴づけられる．もちろん，当
該社会内部の債梅債務関係は，合計するとＯになってしまう．誰かの貸しは，誰かの借りであって，貸し借
りは合計すると相殺されてしまう．しかしながら，ある当該社会における場合はそうであっても，それ以外
の外部との貸借関係はそうではない外部に存在するを内部のものとして算入することはないから，貸しだ
け，あるいは借りだけの金融資産が存在する可能性があるはずである．そして，帳消しにならない分が存在
するならば，それは外部との金融資産のやりとりが存在していることになる．その存在分が，第二項によっ
て示されている．これは正確に金貸資本的形式Ｇ・．．Ｇ’と呼ばれるものに対応している．じじつ，ＧノとＧ
との差額分が，ｍ２－ｍｏに他ならないからである．そこで，金貸資本（WUcherkapital）的形式によって増
殖した資本の増殖分を△にｗと書くことにしよう．すると，金貸資本的形式は
△にＷ＝ｍｉ－ｍｏ
である．金貸資本的形式が資本の一般的形式であるに'sinHow-に'soutHowを満たしていることに注意し
よう．それはまさにマネタリーなインフローアウトフローギャップとして定式化されているのである．
そして残る第三項は，商品の生産によって当該流通圏内部で増大した総増殖分を示している．これを産業
資本的形式と呼んでおくことにしよう．商品ｊが増殖したことによって，産業資本（industrielleKapital）
的形式の資本が増殖した分を△に}と書くことにすると，産業資本的形式は
７ｕ 、
△にノー▽△に}＝Ｔｐ;△`r；
ノー１ノー１
となる．これが正であるならば，産業資本的形式による増殖がおこなわれていたことになる．
資本は形式としては，必ず三つに分解することができる．これはマルクスによって示唆され，宇野弘蔵に
よって主張されたものである6)．これをまとめておこう．
法則１（マルクス＝宇野の資本三形式）資本を増殖させる運動形式は,商人資本的形式（△にH)，金貨資本
的形式（△にｗ)，産業資本的形式（△にI）の三形式に分解することができる．すなわち，資本の増殖分を
△にとすると，
△に＝△にＨ＋△にＷ＋△にＩ
5〕これは重要な理路的示唆を含む．というのも，ここでわれわれは資本のエコノミーと市場のエコノミーを峻別する手がかりを得
たからである．資本の性格と市場の特質は、じつはぴたりと一致するわけではないもちろん，市場なしに安本形式が存在するわ
けではないじじつ，三形式のいずれもが市場を前提としている．だが，安本の形式とその運働が存在しない市場というものは，
おおいにあり得るはずである．その一蝋に閲しては佐価B(1999a)を参照のこと．また，市場と制度の二分法は安本のエーノミー
を覆い隠してしまうという点において若干の問題があり，この点，R6guraCionは再琴の余地がある．例えばAglieCta(1976)を
参照
6)宇野弘蔵の手によるいわゆる原践体系，例えば宇野(1950；1964)を参照せよ．
８ 
この資本三形式の「3」という数字は，資本として増殖する方法が，１）貨幣と商品とのやりとりによって
増大する方法,２)貨幣のみのやりとりによって増大する方法,３)商品の増加によって増大する方法，という
順列組み合わせによって３という数字が生まれてくるのである．これは単なる類型論ではなく，この三形式
以外に方法がないことを意味している．
ところで，しかし,この三形式は三形式に留まることはないそれは，自らの自己増殖運動が自らの形式
の崩壊を招くという自己破壊運動になってしまうからである．
１１３資本の一般的形式とその矛盾
資本の運動は，矛盾に満ちた運動である．
もし交換価値の等しい商品どうしが，または商品と貨幣とが，つまり等価物と等価物とが交換される
とすれば，明らかにだれも自分が流通に投ずるよりも多くの価値を流通から引き出しはしない．そう
すれば，剰余価値の形成はおこなわれない．（Ｋ,１，ｓ174）
それゆえ，等価交換原則に従って自らの価値増殖をおこなうことなど不可能である．しかも流通過程は等
価交換原則に従った楽園であるはずである．それゆえ，流通過程からは価値は生まれないはずである．
等価物どうしが交換されるとすれば剰余価値は生まれないし，非等価物どうしが交換されるとしても
やはり剰余価値は生まれない．流通または商品交換は価値を倉ﾘ造しないのである．（Ｋ,１，ｓ174）
われわれの定式化でも同じ結果が生まれる．いま流通圏の外部が消失し，一つの流通圏が形成されたとし
よう．資本の運動が進めば進むほど，この傾向は強まるであろう．じじっ，資本の運動は内部と外部の流通
圏の間の結びつきを強める．結びつきが強められた二つの流通圏は，お互いがお互いの価格格差をなくし，
流通圏の「外部」が消失していくであろう．
そこで,流通圏の内部と外部が消失してしまった場合を考えてみよう．すると，ｐ;＝p;＝pjが全ての商
品に関して成立し，かつ7兀`－１１`･＝ｍが成立していることになるもう一度資本三形式の方程式(L4)を
思い起こそう．まず，商人資本的形式に当たる右辺第一項がOになってしまう．それは内部価格と外部価格
が全ての商品ｊにわたって等しくなり，ｐ;－巧＝０となるからである.そしてまた，金貸資本的形式にあ
たる右辺第二項のｍｉ－ｍｏも恒等的にＯである．というのも，単一の流通圏しか存在しないという想定の
もとでは，誰かの貸しは誰かの借りに必ずなるはずであるから，その総和は必ずＯにならなければならない
からである．
それゆえ，単一の流通圏が存在する「純粋な」資本制下では，
ＴＵ 
△に＝、~､pj△:U;＝△に’ （15） 
ゴー１
となる．すなわち，この第三項目であった産業資本的形式による資本の増殖分だけが正となるはずである．
それゆえ，単一の流通圏のみが存在するところでは，資本の増殖は産業資本的形式によってしか生み出され
ないことになる．
ここでわれわれは，クリティカルな問題に直面している．
まず一つはり産業資本的形式と資本の一般的形式の右辺一に'sinflow-に，ｓｏｕｔＨｏｗ－との間の整合
性の問題である．資本の一般的形式はインフローアウトフローギャップとして記述されていた．しかしなが
９ 
らⅢ産業資本的形式はインフローもアウトフローもともに明示化されてはいない．それは単に記述的に増殖
していることを述べているのみである．それゆえ，△に＝△にＪが資本形式を満たすものであるかどうかは！
未だ不明なのである．
だが，問題はその先にある．それは，資本の一般的形式の左辺一△ｊＣ－－そのものの問題である．それ
は，われわれの資本の一般的形式が資本の増殖分△ｊＣの定式ではありえても，にそのものを未だ定式化し
ていないということにある．つまり，増殖分である△にのみならず，△のつかないにそのものの水準を定
式化しなければならないのである．つまりは，資本の形式を定綾するのみならず，資本の内容を確定しなけ
ればならないということである．
以下では，それゆえ，二つの課題を負わなければならない．一つは産業資本的形式が形式を持つことを輪
証することである．もう一つは，資本の増殖分のみならず，資本水準そのものを定式化することである．こ
の二つは，長い推論が必要であるが，それは必要な推論である．
１２資本の循環
１２１資本の循環運動
宇野弘蔵は，産業資本の運動を捉えるために，次のような図を導入した（宇野(1964)参照)．
／･心､
Ｗ Ｗ 
、－－Ｐ－－
図1.4：半野弘蔵の齋本循環運動
この図を解説して，宇野弘蔵は次のように述べる．
資本は，価値の運動体として，終点Ｇ’から当然に始点Ｇに帰って同じ過程を繰り返す二とにな
るのであって，Ｇ－Ｗ…Ｐ…Ｗ'一Ｇ'は，上図〔図１．４］のような循環運動をなすのである（宇
野(1964Ｌ８６頁）
この図１．４の円環そのものこそ，産業資本的形式と呼ばれるべきものである．以下では，この産業資本的
形式の運動を（時計回りに）解説しながら，それと共に代数的な表現を与えておこう．
この循環が，ある商品ｊの循環を示しているとしよう．この間品を生産するためには，まず購買（Ｇ－Ｗ）
が行われなければならないここで，商品ｊを生産するために購買（buy）された商品ｉの量を繩|(j・価格
をハとし,商品ｊを生産するために購買された労働時間の量をｪ$,その均等賃金を“としよ孔
すると，総購買総額は
ｒＬ 
Ｅｐ愈躯：'十u'迦：（L6）
ｉ＝１ 
とf直る．
1０ 
鰄買が終わると，次は生産である（図１．４中，Ｐを含んだ点線部分)．ここで，ｊ商品一単位を生産するの
に必要な第ｉ商品の愚を四j，その縦ベクトルをＡｊ（また行列表現をＡ)，価格をｐｆ，その横ベクトルをｐ
としよう．また，ｊ商品一単位を生産するのに必要な労働時間をlｊ（その横ベクトルをＬ）としよう．そ
して，ここでは固定資本は捨象しておくさらに,商品ｊの生産量(producti。,,）をz；(その縦ベクトル
を⑪p)，価格をｐｊとすると，生産は次のように表現できる．
pjz;＝(1＋ｒｊ)(pAj＋wlj”；（17） 
ただし，ひとは（スカラーである）商品ｊにマークアップされたフロー利潤率（いわゆるマークアソプ率）
である7)．
生産が終わると販売（ｗ－Ｇ'）の過程を迎えることになる．いま商品ｊだけを生産・販売することと
し,結合生産が存在しないという仮定をおいておこう.そして，商品ｊの販売量(sale)を⑰;とすると，販
売総額は乃廼；となるはずである.
さて，最後に図１．４の上側であるＧ′とＧとの関係を考えるべく，この販売総額の内訳を明示しておこう
(表1.1参照)．
表1.1：販売総額の内訳
販売総額は，原価部分と利潤部分とに分けられる．
,,鰯;‐/☆1,,露;+/魚１，ﾉｪ；（18）￣￣ 
販売総額一一一一一原価（９）利潤（Ⅱj）
このうち’右辺第一項が原価部分を示し，右辺第二項が利潤部分を示す．すなわち，販売総額に対して
1/(l＋rj）を掛ければ原価となり，ｒｊ/(1十Ｆｊ）を掛ければ利潤となる．
さらにこの利潤部分は，蓄欄のための留保部分と，資本家に家計収入となる取り分（dividend＝配当8））
とに分けられる．留保分は再び購買（Ｇ－Ｗ）に充てられ，家計としての資本家の取り分は資本家消費分と
7）ここでフロー利潤率という聞き楓れない画葉に関して若干の注意を与えておこう．通例，利潤率とは前貸資本量を分母に，利潤
を分子にして定凝される．これは，拘束されているストソク総量を分母に，ある期間に生み出された利潤のフローを分子にして
定遼されている．つまり，利潤率とはストック分のフローとして定義される変数である．しかし，ここでの「フロー利潤率」の
定義は，費用を分母・利潤を分子にしたフロー分のフローとして定義されている「フロー利潤率」と定艇する所以である
8）ここで言う「配当」とは，経済学的な意味でのt朱の配当ではなく，利潤からの分高'１された（divided）部分（divideIJd）という原
義に即した意味で使用している．
販売総額
乃延；
原価（cj）
/点)pj鞭；
利潤（、j）
｢命)iIﾘ鰯；
原価（cj）
/☆)pj鉱；
留保（ｎｊ－ｄｊ）
Ｓ （命)pj鋤；
配当（｡』）
(１－s)(魚)pjz；
／ 
収入
竺二）１＋アゴ pj塾；
資本家消費
(１－s)/竜)pj筵；
11 
￣￣－－ 
利潤（Ⅱj）留保（nj-dj）配当（clj）
このうち，右辺第一項が蓄積に向けられる留保部分を示し，右辺第二項が資本家家計の配当部分を示す．こ
のうち，留保部分のみが追加的に購買（Ｇ－Ｗ）へと向かうことになる．だから，Ｇ'のうち，再び臓貿（G
-W)へと向かうことになるのはⅢ原価部分にあたる部分(式(1.8)中⑭と’留保部分にあたる部分(式
(1.9)中nj-dﾌﾞ）との合計となる．すなわち，
／古１町漣;+籔/命'埼璽;‐／幽'鰯邇；川１＋７ｊ ￣￣－－－－ 
原価（９）留保（nj-dj）収入（cj＋nj-dj）
となる9)．この原価と留保との合計には適切な名称が存在しないが，ここでは「収入」という言葉を宛うこ
とにする．こうして，資本は再び同じ行程を描く循環をなすのである．
さて，いささか冗長な以上のお膳立てによりⅢようやくわれわれは資本の三循環が「形式」をもつことを
説明できることになる．
１２２産業資本の三循環定式
既に掲げた図１．４の円環から，われわれは三つの契機を取り出すことができる．それは，貨幣資本Ｇ，生
産資本Ｐ，商品資本Ｗ/の循環を表す定式である．それらは，以下のように定式化される10)．
貨幣資本の循環定式
Ｇ－Ｗ…Ｐ…Ｗ'一Ｇノ (111） 
生産資本の循環定式
Ｐ…Ｗ'一ＧＬＧ－Ｗ…Ｐ’ (112） 
商品資本の循環定式
ＷノーＧﾉ．Ｇ－Ｗ…Ｐ…Ｗ〃 (1.13） 
この三つの循環定式(1.11）（112)（Ll3)は，先の図１４の円環のモメントからそれぞれ取り出されたも
のであるが，ここでは若干の記号法の改変が施されている．それは，生産資本・商品資本の二つの循環定式
における終点である二の二つに「'」が余分に施されているのは，始点よりも終点の方が大きいということ
｡）ここでは暗黙のうちに，外部からの資金田達を捨鹸している．
11)〕貨幣資本の循環は，Ｋ・’11,ｓ､５５にあり，生産資本の循環はＫ､１，，s､８４にある．しかしながら，商品資本の循環は上で掲げる
定式化では存在しない．ただし，Ｗ'一ＯノーＷ…Ｐ…Ｗ’がＫ､,Ⅱ,Ｓ９１で掲げられた後，次のパラグラフにおいて！「拡大
された規模での再生産が行われるとすれば，終わりのＷ'は初めのＷ’よりも大きいのであり，したがってこの場合にはＷ〃
で表さなければならない」（I〈.,ＩＬＳ９１）という但し書きがある．
なお，循環運動からすれば，Ｃ－ＷにおけるＷも対等に－つの契機として取り上げることができるように見えるが，これが
誤りであるのは，「すでに資本にとっては商品資本としてあるわけではなく，すでに生産資本」（宇野(1964)，87-88頁）となっ
ているからである．
1２ 
を示すためである．つまり，資本の循環運動は，単調な円環を描くというよりも，スパイラル状の螺旋を描
き，増殖していくのである．ここでその三循環の増殖分をそれぞれ△Ｃ，△Ｐ，△Ｗと表記すると，三循
環定式における増殖は，
貨幣資本の循環定式△Ｇ＝ｄ－Ｇ
生産資本の循琿定式△Ｐ＝ＰノーＰ
商品資本の循環定式△Ｗ＝Ｗ''一Ｗノ
という関係にある'1)．これらは，すでに前章で定式化した「資本の一般的定式｣すなわち△に＝に'sinflow-
に'soutflowと形式上ぴたりと一致する．あとは，これら三循環の右辺における各項に対して，ｉｎHowと
outilowとを明示化すればよい．それによって，この三循環が紛れもなく資本の形式を満たすことが明らか
となるであろう．
まず，貨幣資本の循環から考えてみよう．貨幣資本は，その定義上，貨幣を手放せば減少し，貨幣を手に
すれば増大する（これはｐ悔しいほど当然の事実である)．貨幣を手放すoutflowは「購買」と呼ばれ，それ
は式(1.6)によって表現できる．また，貨幣を手に入れるinHowは販売による貨幣の「収入」によってであ
り，それは式(1.10)によって表現されるそれゆえ，貨幣資本の増殖分△Ｃは，△Ｏ＝収入一購買とな
るはずである．代数的には次のように定穣される．
△｡』蕾/p沖Ⅲ)/孟刷-/÷蝋…１１t＝１ 
=/と土ﾆｪｭ),qj②;-/÷p‘鰺3…小１＋ｒｊ ｆ＝１ 
=(．』+nj-d,)-/÷Ｐｔ錘;+umI） （1.14） 
ｉ＝l 
ここで，配当部分を示すｄｊｌこマイナスがかかっていることに注意しよう．資本家家計への配当は，資本蓄
積に貢献しないだから，もしも資本家がまったく配当を受けなければ（｡』＝ｏの場合)，利潤は全額購買
に向かい，利潤が全額配当されれば（｡j＝njの場合)，原価部分だけが購買に振り向けられるはずである
以上を図示すると，図１．５になる．
収入
△Ｇ 
ｉ Ｉ隊買一一ヱニー
図1.5：貨幣資本の循環定式
次に生産資本の増殖分を考えよう．生産資本が増殖するのは，嚇買によって投入物が手に入るからである．
このinilowを「投入」と呼ぶ'2)．生産資本が減るのは，その投入物を生産的に消費するからである．この
11)厳密にいえば，商品資本循環の増殖分は△Ｗ’と表記すべきだが，記号の節約のため△Ｗとした．
12)一AR的に倉えば，役入物を購HUするために貨幣を支払うその瞬間と投入物を実際に手にするその瞬間とは写し<厳いかもしれな
い．また，投入物を手に入れた1BIlN1から実1%Hに生産過程において投入する瞬間は導し<ないのが通例である．しかし，ここでは
1３ 
消費部分は’資本循環にとって「消えてなくなる」ものであり，循環にとっては自己の中から消えてなくな
る一種のoutflowと見なすことができるだろう．この生産的消費を「費消」と名付けることにしよう13)．生
産資本の増殖は，△Ｐ＝投入一費消となるはずである．
これらに代数的な表現を与えよう,ｊ商品を生産するのに必要な商品ｉと労働との（価格で測った）増殖
分をそれぞれ△PhU,△Pbとすると,それらは以下のようになる.
△Rw-pi(z3-oijz;） 
△日,＝､(z2-lj⑩;）
これらの総計である生産資本の増殖分△Ｂは，次のようになる．
冗
△Pj＝Tpi△PtLM＋u）△Ｐｌｊ 
Ｄ＝１ 
－/÷p`趣:…21-(joAj函;十"'ｊ通;）
ｔ＝１ 
(1.15） 
これを図示すれば図Ｌ６のようになるであろう．
投入
△Ｐ 
■P ■●●●p●●●●●●ｐ●■■■■■■■'■■￣■● 
図1.6：生産資本の循環定式
さて，最後に商品資本の増殖分について考えてみよう．商品資本が増殖するには，生産過程で投入物が費
消され，産出物が生産されることによって，自己の内部に（inner）商品が増えるからである．この「産出」
は－種のinHowと見なすことができる．商品資本が減るのは，もちろん「販売」によって他人の手に渡る
(outflow）からである．それゆえ』商品資本の増殖は，△Ｗ＝産出一販売となるはずである．これに代数
的な表現を与えてみよう．
商品資本の実物ﾀｰﾑでの増殖分を△zjとすれば,明らかに△zゴーｚＦ－ｚ;となるはずであるしかし
ながら，実物タームから価格タームへと変換するには若干の注意が必要である．というのも，商品資本を販
売価格で測るか，原価で測るかの問題が生ずるからであるがしかしここでは，この問題に関する詳細な検
購買と投入の時点が一致しているものとする．この含意は，借用買いは存在せず，かつ原材料の形のままの在庫が存在しないと
いうことである．あるいは,いわゆるｊｕｓｔｉｎｔｉｍｅ方式での在庫管理がなされていると考えてもよい
'3）この「投入」と「費iI肖」との概念を区別したことこそ，本節の資本循環瞼の髄となるものである．じっさい，投入と費消という概
念区分が鮭しい理由の一端は，それらが従来峻別されてこなかったことに由来する．ここでせわれている費消とは，いささか比
喰的に画えば，投入物が産出物に「体化された」ということを意味している．この理R金的帰結は，費消と産出が同時点でなされ
ているということである．このことは例えば固定安本を思い浮かべると理解しやすいかもしれない固定安本の投入は投資であ
るが，それはすぐに産出物に「体化」されるのではなく，減価償却という生産原価の形態をとって徐々に産出物に「体化」され
る．この場合の減価償却が費消にあたる．ゆえに，「パイプラインの中に」残っている仕掛品在麗は，費消には含まれない（それ
は依然として投入である）つまり，商品ｊが投入ではなくなり費消となるのは．それが完成商品ｊとなった瞬間であって，パ
イプラインの中に残っているものは依然として投入なのである（仕掛品はｉ商品その他の「束」であって，完成商品ｊではない
のである)．なお，この費消概念は１Keynesの使用者費用（usercost）にあたることを付記しておく．Keynes(1936>参照．
1４ 
肘は割愛し，販売以前の時点にある商品在庫は原価で評価し，販売価格は評価しないことにしておこう．そ
れゆえ，△zjを原価で評価すると（式(18)に関して注意しておいたように）１/(1＋巧)を掛ければよいの
で，次式の商品資本の増殖分△Ｗ)を示す式をえる．
△恥-/☆１，＃/志1,,露；（Ⅲ
これを図示すれば図１.７のように表現できるはずである．
産出ｉ
￣三一△ｗ
二一i壁一一
図1.7：商品資本の循環定式
こうして，この販売によって収入が得られ，収入によって購買され，離買によって投入物が得られ……
ていくのである
それゆえ，資本の三循環定式は，すべて資本形式を満たすのである．これをまとめておこう．
定穣４(産業資本の三循環定式）第ｊ部門の貨幣資本の循週による増殖分を△Gj，生産資本の循環による
増殖分を△Ｂ・商品資本の循環による増殖分を△wijとすると，それらはそれぞれ以下のような．資本の一
般的定式にあてはまる形式をもつ
△Ｇノー収入一購買
一/Lエゴp作/÷Pi璽3+"蓮:）１＋ｒｊ ｉ＝ｌ 
△Plj＝投入－費》胤
=/÷piz1j+"露Ｉ)-(岬;+叫麺;)
。＝１
△1/Vj＝産出一販売
/L1pjzP-／Ｌ１ｐｊ⑭. ’＋ｒｊＪｌ＋ｒｊｊ 
これによって’産業資本の三循環のすべてに対して形式を与えたことになる．しかしながら，産業資本を
概成する三つの資本循環が形式をもつことと，産業資本そのものが形式をもつこととは自ずと別の事柄であ
る．以下では，産業資本そのものが再び形式をもつことを砿認しておこう．
１２３産業資本的形式
まず，宇野弘蔵の循環図のような産業資本循環の統一的表現を与えておこう．図1.5,図１．６，図１．７を組
み合わせれば，図１．８のような「産業資本的形式」を表現できるはずである．
これは宇野弘蔵の図1.4の完全版である．われわれの図１８では資本形式と資本循環の関係が明瞭になっ
ている．それはたしかに形式をもつ．というのも，貨幣・生産・商品資本のすべてがインフローアウトフロー
ギャップとして定義されているのが一目瞭然だからである．そして，それはたしかに循環している．という
1５ 
，ｙ 
評ﾊﾍ蘆。
噸。（、陸
図1.8;産業資本的形式
のも，投入一産出一収入という内側の矢印のように（時計回りに）循環しているからである．それゆえ，
産業資本は形式であると同時に，循環なのである．
さて，この図1.8を手がかりにしながら産業資本的形式に対して代数的表現を与えておこう．産業資本は，
貨幣資本・生産資本・商品資本の三循環を経ながら増殖する．それゆえ，産業資本全体どれくらい増殖する
かは，個別的な三循環を足し合わせてみればよい．そして，その増殖こそが，産業資本の増殖分であるはず
である．
そこで，式(1.14)，（1.15)，（1.16)を足し合わせてみると，以下の式をえる．
△にj＝△Gj＋△Pj＋△Ｗｊ
－楓ルu-圏)/式)勵鯵;-化墜;…:’
十牟麺;十tU麺い-(pAjz;+泗ljz;)
＋/古ipjざ-/古}吻腫；
‐/-L',叶い)/市１，j錘；ｌ＋γｊ 
＝ｎｊ－ｄｊ （1.17） 
これが,産業資本的形式の代数的表現であるさらに,この増殖分をｊに関して△に＝Ｅ尖,△に，と集
計すれば，前節で論じた資本制的生産様式が支配的な社会における産業資本的形式の増殖分を求めることが
できる＿すなわち，
ｒｎ ＪＥ 
△に＝Ｔ△にj＝△にノーＴ~､pj△ｚｊ
Ｊ=１ゴーｌ
ＰＴ ｎ、 ７Ｕ 
＝Ｔ~､△Gj＋Ｔ△Pli＋▽△Ｗｊ＝△Ｇ＋△Ｐ＋△Ｗ 
ｊ＝１ｊ＝ｌｊ＝１ 
1６ 
ｎ 、
＝ｙ~､ｎｊ－Ｔｄｊ 
ｊ＝１ｊ＝１ 
＝Ⅱ－． (1.18） 
この数式の意味するところを述べておこう．まず，式(118)の左辺は，もちろん資本の増殖分を示してお
り，右辺第一式は前節で導き出した帰結，すなわち単一の流通界が成立している場合には産業資本のみが増
殖するということを復唱している．そして右辺第二式が主張するように，産業資本の増殖分は貨幣資本・生
産資本・商品資本の三循環による増殖分の総和と一致する．さらに右辺の第三式は，資本家の利潤総額から
資本家の配当分を差し引いたものに等しくなっている．それゆえ，産業資本的形式による資本の増殖分は，
資本家の利潤から資本家の配当を控除したものに等しいのである'4)．
ここで幾つかの注意を与えておこう．
まず，われわれの定義している△にが’剰余価値でもなく利潤でもなく，あくまで産業資本の増殖部分で
あるということである．とくに,産業資本の増殖分は，産業資本的形式の一つである貨幣資本の循環形式の
増殖分とは異なる．生産資本と商品資本の増殖分が正であれば，産業資本の増殖分の方が貨幣資本の増殖分
よりも大きい（すなわち，△に＞△Ｃ)．それゆえ，貨幣の増殖と資本の増殖は,一般的に言って等しくな
く，産業資本的形式と貨幣資本の循環形式とは異なるのである'5）
次に，産業資本の増殖分は，一般的に利潤とは等しくないということである．これは，われわれが△厄を
資本の増殖分として定義し，資本の増殖から控除される資本家の配当部分を差し引いているからである'6)．
利潤と資本増殖分が等しいのは，配当部分を０，すなわち利潤を全額資本に再投下するという仮定がおかれ
た場合だけである．このとき，そしてこのときに限り，△に＝、が成立する．即ち，利潤と資本増殖分とが
等しくなるのである'7）
さて，この式(1.18)はロ「資本の一般的形式」である△に＝に'sinllow-に'soutHowに合致すると
いうのも，ここでに'sinHowとは利潤部分を示し，に'soutflowとは資本家の配当部分を示すからである．
じっさい，利潤とは資本の循環運動によって内生的に得られるnetのinllowであり，資本家の配当とは蓄積
に回されないがゆえに資本の増殖に寄与しない漏出要因たるoutHowに他ならないゆえに，産業資本の増
殖分は，インフロー・アウトフロー・ギャップとして定義され，資本の一般的定式を満たしているのである．
われわれは，ようやく設定した課題に答えることができる．すなわち，産業資本的形式とは，次のような
形式である．
14)会叶学の分野で，この帰結と同じ定縫をOhIsonが与えている．OM3on(1995)あるいは氏lthamandOhlson(1995)参照．
また，この帰結はMichaelKaleckiが導き出した国民所得の恒導式，すなわち粗利潤が祖投資と資本家消受の和に等しいとい
う条件にも酷似している相違点としては，１)マクロとミクロの分析対象が異なるという点，および，２)英際に資本家が消費
しているのか,それとも配当として所得を受け取っているのかという点である．Kalecki(l954i1971)を参照せよ．
'5）これは箆要な注意である．というのも，ここから資本のエコノミーと貨幣のエコノミーとの相違を考慮することができるからで
ある．既存の理蛤が産業資本的形式と貨幣資本の循環形式を揃いも揃って峻別できなかった主要な理由はⅢ一つには，双方のイ
ンフローもアウトフローも，ともに形態としては貨幣であること，そしてもう一つには貨幣資本の循環形式も産業資本形式も，
ｏｎｅｓｈｏｔとして（つまり循環されざるものとして）理解されててきたことなどにある．貨幣をlZiる二とはそのまま資本を語
ることにはならないのであるこの点，例えばCir〔ulatonApploacIlesと呼ばれる学派には問題点があるDeIeplaceand
Nell(1996)渉照．
'6)前章で定残した産業資本の墹殖分△ｪ;は，じつは配当分を差し引いたネットの墹殖分であったことがわかるすなわち,配当
は，分割されたものという定艇上Ⅲ資本替積に寄与しないのである．
17)特に，（Ｇ'一Ｃ)/Ｃを利潤率と定磯するのは一般的には願りである．それは正しくは資本の成長率（growthraLe）でなければ
ならない．
1７ 
法則２(産業資本的形式）産業資本的形式は，貨幣資本の循凰定式（△Gj)，生産資本の循環定式（△Ｂ)，
商品資本の循環定式（△Ｗｊ）の三形式からなるそして，産業資本の増殖分は利潤のインフローと配当の
アウトフローとのギャップであるすなわち．産業資本の増殖分を△にｊとすると
△にゴー△Gj＋△Pj＋△Ｗｊ
＝nｊ－ｄｊ 
ゆえに．産業資本的形式は，資本の一般的形式に当てはまる形式をもつ
以上で，産業資本的形式が形式であることを確認した．残された裸題は，資本の増殖分のみならず，資本
の総水準について明示化することである．
１８ 
第２章
資本の内容
本章では，前半においてリインフローからアウトフローヘの移転を示す伝達（transfer）の過程が定式化さ
れる．生産・販売・購買の各局面において「時間の履歴」が定義され，これを用いてインフローとアウトフ
ローとの伝達が定式化される．ここからまず，フロー総体が満たさなければならない産業資本の固有方程式
が導き出される．次に，ストック総体の水準を構成する生産・商品・貨幣資本の各水準が回転期間を用いて
定式化され，産業資本水準総体が併せて導出される．
後半においては，個別資本の分析から総資本の分析へと分析枠を拡大し，数鼠体系と成長率，価格体系と
利潤率の存在がそれぞれ論証される．
以上の推論によって，資本の総水準が内生的に決定されることが主張される．
２１資本の過程
資本の総水準を最も簡単に表す方法は，資本の成長が斉一成長経路上にあり，その成長率がどの商品に関
してもｙの率であることを仮定することである．このとき,資本水準をにjiとすれば（△にji/にノー,およ
び産業資本的形式を示す式(117）と原価を示す式(18)より)，
峠等鵲一等。 (２１） 
をえる．しかしながらこれは，その定式化の正しさにもかかわらず（あるいはそれ故に)，問題を解決すると
いうよりもむしろ，問題を提起するものである．
まず，式(2.1）の右辺に登場している記号は，何一つとして内生的には決められていない．それらは本来，
定数ではなく変数であり，与えられるものではなく証明されるべきものである．だから，この定式化は満足
のいくものではないのである．だが，問題はもう少し別のところにある．
問題は，この定式化が単なる価格総額を表しているに過ぎないという点にある．たしかに，貨幣額が（初
期時点で）皆無であれば，生産手段の鱗買は不可能であり，それゆえ産出物の生産も不可能である．その意
味で，どれくらいの貨幣額が必要であるかは重要なことである．だが，貨幣そのものは生産手段としては機
能できない．貨幣はそのままでは蒜ることも食べることもできないし，耕すことも紡ぐこともできない．つ
まり，貨幣は手放されることによって商品に変態し，生産手段として機能していかなければならない．式
(２１）で不問に付されているのは，すなわち，どれくらいが商品という形態をとり，どれくらいが貨幣とい
う形態をとらなければならないかという変態のあり方なのである．さらにいえば，資本の価格総額のうち，
1９ 
貨幣・生産・商品の各資本がどれくらいの割合で存在しなければならないのかという問題が覆い隠されてし
まっているのである．
資本総額にしめる三つの資本を明示化する方法は，循環する資本を結びつけるflowがどれくらいのスピー
ドで伝達（transfer）していくかを示すことである．これを図示すれば，図２.１のようになるだろう．
trHngBer 
に'ｓｉ､flow 
△に
ｉに'ｓｏｕｔＨｏｗ
－ 
図2.1：Bowの伝逮
ここでの課題は，それゆえ，ｉｎHowからoutflowへの伝達（tralls企r）のあり方を探ることである．ここ
で伝達とは，インフローからアウトフローヘの移転を意味している．この移転には時間がかかる．投入を費
消して産出するには時間がかかり，産出してから販売して収入を得るには時間がかかる．この時間を明示す
ることによって各資本がどのような割合で存在しなければならないかを示すことができるじっさい，この
伝達時間がどれくらいのものであるかがわかれば，三循環における資本がどれくらいのスピードで増殖して
いくかが明らかとなり，その水準を特定することができるはずである．流れの中から見いだされる資本は，
その流れの滞留として把握することができるはずなのである')．
早速，この作業を始めよう2)．
２１１生産過程とその回転
まず，ウォーミングアップとして投入と費消の関係を離散時間で考えてみよう．以下では時間を明示し，
時間tにおけるｊの投入を鰯:(t)，時間tにおけるｊの費消をｑｊｊ錘5(t)としよう．
生産には時間がかかる．この当たり前の事実から導き出されるのは１ｔ時点で費消されたものは,必ずそ
れ以前に投入されていなければならないということである．しかしだからといって，ｔ時点以前に投入され
たものが，すべてｔ時点に費消されるために投入されたものではない．ｔ時点以前に投入されたもののうち，
t時点で費消されるものもあれば，それ以前・以後に費消される場合もあるはずである．そこで，時点ｔよ
りも白期間前の時点ｔ－ｓに投入されたもののうち，時点ｔで費消される割合をαが(s）という記号で表そ
う．すると，
αi,麺；(瞳)＝⑩$(t)α`,(o)＋z3(t－１)α`j(1)＋…＋ｚ:(t-s)α`j(s)＋……
と表現できるはずである．
】）一般的に，inH⑪ｗを入力，ｃｕｔflowを出力，墹殖分を系（システム）と捉えると，これから取り組む問題は，入力と出力が既知
で未知のシステムを求める同定（identj6cation〉問題を解くことになる（なお，入力と系が既知で,未知の出力を分析すること
を応答（respOnse）解析と呼ぶことがある)．資本システムは，常に流れの中からしか見いだされないということの（解析的な）
意味は，（応答問題ではなく）同定問題としてしか資本を解くことができないという意味になる．
2）以下で展開されるモデルは，Fbley(1982)に従っている．Foleyの一連の著作，Fbley(1986a;1986b;1986c)を参照のこと
また佐藤(1999b）も参照のこと．
2０ 
今度は，一般的に連続時間で投入と費消の関係を定式化してみよう．投入と費消の関係は次のように定義
されるSll
qijz;(t)＝／‘ｚ$(3)αが(t-s)ｄｓ
－ｏＱ 
ａＩま比率であるから，Ｏから１までの値をとるはずである．このαを生産の時間の履歴（timepronle）
と呼ぼう．これは投入がどのようなタイミングでなされているかを要約している関数である．この時間の履
歴を調べることで（特に労働投入の時間の履歴αｌｊを調べることで)，どのような生産過程が編制されてい
るかをある程度推察することができるだろう．つまり，ｊ部門に特有な生産の組織編制を考察できるはずで
ある4)．がしかし，ここではこれ以上立ち入らない5)．
さらに分析を進めるためにｚｉｊ(t)およびuijz3(t)が斉一成長率９で指数的に成長していくものと仮定し
よう．注意すべきなのはⅢ投入と費消という変数に対して斉一成長の仮定がおかれるのであって，時間の履
歴が斉一成長するわけではないということである．それゆえ，この仮定をおいたとしても，資本がどのよう
な時間の履歴で運動したかという経路に関する情報は保存されているはずである．さて，この仮定のおかげ
で，ｚ時点の費消とそれ以前の投入との関係を，初期時点（すなわちＯ時点）の関係に極き換えることがで
きるその結果は，
uij⑪;(O)＝⑭:(O池:j(9)（22）
ただし，
α【j(9)＝／￣α刀(γ)e-9ｱｄＴ
Ｏ 
である．この数学的な意味づけに関しては数学的付録に任せ，ここでl土その経済学的な意味を考えてみよう．
これは初期時点の投入と費消との関係がリニアな関係に置き換えることができることを意味している．し
かも，その関係は,時間の履歴の傭報が織り込まれているαも(9)にのみ依存しており，投入･費消の水準に
は依存していないのである．つまり，投入と費消との同時点の関係は，αb(9)という時間の履歴の畳み込み
(convolution）によって表現できるのである．α3(9)は投入と費消とがどのように伝達(transfer）され
るかを示す関数であるこれを生産の伝達関数と呼ぼう（以下,記号の負担を軽減するため,ｚ;(o)＝z;，
α‘＝αも(9)と書くことがある)．
このα５について解説しておこう．直感的な意味は,むしろこの逆数α志'の方がわかりやすいαす’
は，出力（費消）赴一単位あたりの入力（投入）量を示している．経済が単純再生産の場合，入力も出力も
同じ値をとるので，ｌとなることは容易にわかる．経済が拡大再生産の場合，同時点の入力と出力を比べれ
ば，入力の方が値が大きいはずである（そうでなければ資本蓄積は行われなず，逆に減ってしまう結果を招
くだろう）この場合α才'は’よりも大きな値をとり，成長率が大きくなればなるほど1大きな値をとる
はずである．
3）これは数学的な意味で「定穣」である．つまり，経済系はこのような形で記述できることが仮定されているのである．
4）これは重要な考察の可能性を閲<、というのも‘ここには資本のエコノミーと企業のエコノミーとの関わり合いを鴎魔する契機
があるからである．だが，安本と企禦とはＩＦ【念としては別物であり，企業が何であるかは別に問われなければならない安本の
過程を研究することは企粟を研究することにはならないし,企業を解明することは安本を解明することにはならない．同様に,
企業を批判しても安本を批判することにはならないし，資本を批判しても企粟を批判したことにはばら厳いはずである．この
点，例えばＳＳＡ理践には問題点がある．代表的なものとして，CordoIl,EdwardSandReich(1982)またはＢｏｗｌｅｓ,Cordon
andWbisskopfq983)等を参照せよ．
5）数学的付録ではその簡単なスケッチを付した．
2１ 
さて，以上はある商品ｉに関するものであった．以下ではその総計について考えてみよう．
必ずしも生産価格ではない任意の価格水準で投入総額と費消総額の関係を求めると，
几
=T~､p`α`ｺﾞ鯵ｿα悲'＋wljzFai-1
i＝１ 
７Ｅ 
Ｔｐｉ錘!』＋ｍｚｌ
ｔ＝１ 
ここで，
九
下~､p`ｑｉｊａ惹'＋fUljaill-1
-中－１ｔ＝１α』＝九
Ｔｐｉｑｉｊ＋uﾙｊ 
ｉ＝１ 
と定義すると，
÷p"$…i＝/÷p…;+⑭Ｉｊｚ;)α;－１ （2.3） 
ｉ＝1ｔ＝１ 
となる．つまり，丘;-1は投入の総体と費消の総体との関係をリニアな関係を要約する変数となる61
以下では流通過程について考察してみよう．
2.12流通過程とその回転
ここでの課題は,個別資本ｊの産出⑩;と販売z;との間のトランスファーのあり方を解明することであ
る．ここでも先と同様な手法を用いて定式化することができる．一般的に）産出を販売の関係は次のように
表現できる．
難;(t)＝／’⑳;(γ)β，(t一丁)ｄＴ
－ｏＯ 
ここで登場するβは！既に登場したαと同じ役割を果たしており，産出と販売における「H寺間の履歴」を
記録している．
産出も販売も,の率で斉一成長すると仮定すると，
、;(O)＝z;(O)球(9)（24）
6)ただし､この変数丘;-1に要約されている情報は,価格水準や技術体系に依存してしまっている特に,資本の有機的構成に依
存していることも併せて注意しておくぺきであるじつさい，個別安本ｊの費消額に占める商品ｆの割合を，Ofjと定義すると，α;-1は,次のように変形される
、
、~､…αす'＋⑭ｌｊａｒ１
ａ;-1＝`~ｌ ｍ 
Ｔ~､…j十m,ｌｊ
ｆ＝１ 
九
＝T~､8`ｊａｙ１＋OIjai-1 
８＝l 
ここで'０１jが価格タームで見た資本の有機的構成であるだから，α;-1は時間の履歴だけを忠実に反映しているわけではなく，それ以上の「余分な」情911も含まれてしまっている．
2２ 
をえるただし，ﾉｳﾞﾄﾞ(9)＝／￣βj(s)e-,..sである．Ｏ 
このβ;(9)を販売の伝達関数と呼ぶこの逆数塚~'は,販売あたりの産出量を示している.これがもし
も１であれば，販売量と産出量は一致し，在庫は増えも減りもせず，市場に商品を安定的に送り続けること
になる．だが，この値が１でなければならない一般的理由は存在しない．作ったからといって瞬時に売れな
ければならない理由はない．町~'が’よりも大きくなればなるほど在庫が膨らんでいることを意味してい
る．だから，巧-1は販売と産出がどれくらい乖離しているかという情報を織り込んでいる変数なのである
この変数は，次に見る収入と嚇買とのトランスファーを要約する鯛買の伝達関数と共に，セー法則からどれ
くらい乖離しているかを示す重要な変数となる．
そこで，収入と購買との間のトランスファーを特定化しておこう．この特定化は二つのステップを踏まな
ければならない．－つ目は，経済が単純再生産の場合であり，二つ目は拡大再生産の場合である．まず単純
再生産の場合を考えてみよう．価格が時間を通じて一定であるとすれば，収入と購買の一般的な関係は！
÷州…IIJ`)-/命'鯉ハ州臘-『)歯！＝１-ｃｃ 
となる．すなわち，販売総額のうち，原価相当部分が時間をかけて次の生産のために支出され鱗買に向かう．
次に拡大再生産の場合を考えてみよう．この場合，原価部分のみならず，留保部分を加味しなければなら
ない蓄積性向ｓが時間を通じて一定であるとするとｐ
７Ｚ ｗ３(`)…;(`１－/鶚ｖ靴)ルァ)`アイ＝１－ｃｃ
が成立することになる．斉一成長の下では，
九Ｗ3(りＭ(01-/鵲'勵鰯川,）（2句。＝１
となる．もちろんｗ(9)＝／・・鰡)(j(s)e－，勘｡sであるこれを1噸の伝達関数と呼ぼう．この逆数,)(7-1は，Ｏ 
支出あたりの収入を示している．これが１よりも大きくなると，貨幣の結果的な蓄蔵が行われていることに
なる．一般的に言って，誰かの売りは誰かの買いだが，売ったからといって瞬時に買わなければならない理
由は何一つとして存在しないだから，このγ;-1は’でなければならない一般的な理由は存在しないはず
である．セーの法則が必ずしも満たされないのは，もちろん売りと買いが分離しているからであるが，その
分離は，時間によって引き離されたからである．この引き裂かれた時間を要約しているのが，販売と購買の
伝達関数なのである．
さて，以上から，生産・商品・貨幣の各資本へのinflowと。utflowとの関係式(2.3)，（24)，（2.5)を逐
次代入していくとⅢ
’＝('＋s万)＆)序で（26）
が成立する．これは個別資本システムの固有方程式である．この式は，変態を繰り返しながら増殖してい
く運動体が結果として必ず満たさなければならない固有のルールを記述している方程式なのである7)．この
方程式が主張しているのは，拡大再生産の成長率ｇが，蓄積性向とフロー利潤率’そして資本のトランス
7）このことはいくら強調してもし過ぎることはない．というのも]この方程式が得られたということは，資本システムがどのよう
なシステムであるかがわかるからである．工学的な甘露で首えばⅢそれは正のフィードバック（positivefied-back）をもった
2３ 
ファーを示す各局面の「時間の履歴」の形状に依存しているということである．フロー利潤率は（価格ター
ムで見た）搾取率と資本の有機的構成の積であるから，資本制的生産様式の階級関係の表現ととることがで
きる．また，蓄積性向は資本家階級の（平均的な）意志決定を示すものであるから，資本家階級の階級意識
の現れととることができる．そして伝達関数の形状は（特に生産期間は）資本主義的生産方式の要約ととる
ことができる．この固有方程式は，変態を繰り返しながら増殖する運動体がどのような運動体であるのかの
具体的考察の手がかりとなるはずなのである．
以上，本項の推論をまとめておこう．
法則３（産業資本の固有方程式）産業資本の三循蝋におけるＭＯＵ)とＣｕ帆０，j'との関係は．次の三式に
よって表される
（Mj+”1ﾉﾙﾘｰ/÷pi13…!)画７
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このとき以下の産業資本の固有方程式
1＝(1十s７，)丘;β;万
ヘが成り立つ．
さて，本項では以上に見られるように，すべてフローの定式化であった．次の節では，この結果を用いて
資本の水準というストックの問題を求めてみよう．
２１３前貸資本と回転期間
貨幣．生産．商品の各資本は，時間をかけて相互に姿態を変えながら，もとの姿態へと復帰し，再び変態
を繰り返す．ある資本形態から変態後にもう一度同じ姿態に復帰し，再び変態を繰り返すまでの期間を，「回
転期間」という.この回転期間は，各資本水準を分子，販売原価を分母とすることで求められる．じっさい，
各資本水準が一変態の後に，すっかり新しい姿態を綴うことになるのは，販売原価が新規に流入してくるか
らである.本節では資本の水準を求めるが，それはこの回転期間を用いて定式化される．そのための準備と
して,原価部分の初期値を求めておこう.初期時点の原価をあらためてｃｊとすると，それは（原価を示す式
(L8)より）次の式で表せられる．
`，-/命形,鯉艸/点１噸(,）
閉ループシステム（closedloOpSystem）であるということである．正のフィードバックが存在するということは，出力の墹大
が入力を増大をよび，入力の増大が出力の増大を呼ぶという再帰的な構造が存在していることを意味しているこれはもちろん，
資本循環における価値増殖（valorization）の忠実な表現である．そして閉ループシステムであるとは，循鰯の結び目のどの地
点からスタートしても必ずそのスタート地点に戻ってくるような回路が形成されているということである．これこそ安本循環に
おける変態（metamorphosis）に他ならない．なお．このようなシステムはサイバネティクスそのものであるが，これに閲して
はB2Lteson(1972)を参照せよ．
２４ 
＝(pAj＋tUlj)z鰐(9) （27） 
次に，各資本水準について求めてみよう．生産資本月，商品資本ｗ)，貨幣資本ｃｊはそれぞれ，以下の
三式によって表せられる８１
月＝cj／(｡;辱)~１－β;~'１ （2.8） ９ 
胴,/ぽ~;-'１ （29） 
。’-い,『,１．，/旱’
／(丘瀦ガ)-1-(＆河)-11＝ｃｊ （2.10） ９ 
ここからそれぞれの回転期間を導き出すことができる．生産資本の回転期間を7Ｆj，商品資本の回転期間を
ﾌｗｊ，貨幣資本の回転期間を几，とすると，それらは以下のようになる
恥＝Ｂ/c,＝(α;β;)-1-β;~’ （2.11） ９ 
７，V｣＝Ｗｊ/cj＝β;-1-1 （212） ９ 
元,＝Ｇｊ/cj＝(α;ﾉﾀﾞ;ｗ)~１－(丘;β;)~’ （2.13） ９ 
以上が各資本の回転期間である，)．
以上三式から，われわれの最終目標である，第ｊ個別資本の前貸資本量に』（および総回転期間可）を
求めることができる．すなわち，
に,一子ら
＝Ｐﾉ十Ｗj＋Ｃゴーcj(7hj＋7W)＋7bj）
＝ｃｊＺ （215） 
H)以下，基本方針を述べておく．すでに資本の循環において，各資本の墹殖分については式(1.14)，（1.15)，（1.16）で定式化した
が，その各資本の増殖分を，時間微分と考える（すなわち！△に＝にj>・今度はそこから（指致計算９に＝局を用いて）各々
の前貸資本戯（すなわち初期投下資本量）を求める（これはそれぞれの資本の蝋殖分を初期(iI[に戻す作業に等しい)．そして初期
値に戻した式に，式(2.3)Ⅱ（2.4)，（2.5)を代入すればよいなお，式展開は省略した．
､)ただし，式(2.11）には注意が必要である.というのも，直感的にいって，回IE期間は伝達関数(およびそれが依存している成長
率ｇ）にしか依存しないはずである（というのも１回転期間という時間を表すのに，時間の履歴以外に必要なものはないはずだ
からである)．だが,式(2.11)は生産の伝達関数丘;が資本の有機的構成に依存してしまっているため,伝達関数以外のものに
依存してしまっているこれを明示的にするには，生産資本のうち，商品ｉとして槻能している生産資本の回転期間兎｡ゴを導
入すればよい．じっさいそれは，
兎リー(α力隊)-1-町-1 （2.14） ｇ 
というように式(2.11）と同型的に定砥することができ，これを用いて式(2.11）を書き直すと，
ｎ 
Ｔｈ,＝T8ijTa`j＋O1j7ij 
t＝１ 
となる．ただし，０８Ｊは既に定義した費用総額に占める第ｉ商品額のシェアであり，０【ｊは価格タームで見た資本の有機的構成
であるこの式が主根しているのは，生産資本の回態期間が各投入商品ｉの回鱸期間の荷重平均であるということである．
2５ 
ただし，
孟臺晉薑叶恥価,一等
一(＆湾')(;)－１－１ （216） 
ｇ 
これが，（前貸）資本の水準である'0)．式(215)を簡単に解説しておこう．この右辺第一式は，既に導き
出した式(２１）そのものである．第二式は，総資本が個別の生産・商品・貨幣の各資本の総体であることを
主張し，それが費用を各回転期間倍したものに等しいという（今し方われわれが導き出した）帰結を復唱し
ているそして最後の第三式は，資本の水準が費用を総回転期間である刀倍したものに等しいことを主張
している．もちろん，費用を回転期間倍したのが資本水準であるというだけならば，それは定義に過ぎない．
しかしながら，式(2.16）が主張しているのは，その回転期間が伝達関数によって表現できるということで
あって，それは，あるものを別のもので題き換えた定蕊式ではなく,資本循環が整合的に行われなければな
らないという資本システムの固有方程式(２６)を用いて導き出された方程式なのである．これによって，資
本の水準が（単なる定義としてではなく）資本循環とその過程から導き出されることになるのである．以上
をまとめておこう．
法則４（回転期間による産業資本）産業資本は，生産･商品・貨幣資本に配備され，その比率は回転期間に
よって表現できる．すなわち
ノcノーＢｉ＋Ｗｊ＋ｃｊ＝cj(ﾌFj＋ＴＷｊ＋妬,）
＝cj刀
このとき産業資本の総回転期間は，
(α;(9)町(9)で(9))~'－１刀＝ ９ 
によって表現できる
さて,.以上からわかることは，貨幣・生産・商品の各資本の比率は，回転期間に依存しているということ
であり，この回転期間がわかれば各資本の相対比率が決定できるということである．資本がどのような比率
で配備されているかは，時間の履歴が決めるのである．
しかしながら，資本の配備は時間の履歴「だけが」決めるのではない．再三注意を喚起しているように,
総回転期間は，生産の伝達関数の平均値に依存しているため，資本の有機的構成から独立ではないすなわ
ち，価格体系や技術体系から独立ではないこれを陽表的に見てみよう．個々の商品ｉに関する回転期間を
面jとすると，それは総回転期間句と同型の次のような式となる．
巧＝αざ'辱~'γ7-1-1 （2.17） g 
これが価格体系や数量体系や技術体系に依存しておらず，伝達関数と成長率にしか依存していないことに注
意しよう．これを用いて総回転期間を詳しく書くと，
1,)われわれが求めたのは，前貸資本，つまり初期時点における総肚であるが．一般的にｆ時点の資本総赴を求めるにはexpgtを前貸資本に掛け合わせればよい．
2６ 
句(9)=÷／’.`｡`ハ/α湖~しγ;~』-11ｔ＝ｌｐＡｊ＋tＵｌｊ ９ 
＋／ｕ川ｊ）／α庁'β;~L1I;~'－１）ｐＡｊ＋ｕＬｊ９ 
ね
＝Ｔ~､Oij乃十Olj万，
ｉ＝１ 
すなわち，総回転期間は，個々の商品の回転期間の加重平均値であり，価格体系と技術体系に依存する．
だから，資本の配備の比率を決めるには，価格体系が決定されていなければならないはずである．さらに
それのみならず，数量体系が決定されない限りは資本の水準は決まらない．というのも原価項目には数量水
準ｚ;が含まれており，伝達関数は成長率に依存しているからであるだから，数過と成長率価格と（フ
ロー）利潤率を決定しなければならない．しかし，この決定は，個別の循環だけでは決まらないこの決定
を考えるには，個別の循環の分析を離れ，社会的総資本の再生産に目を向けなければならない．
もはやわれわれの論考は，個別の資本形式の内在的定式化を越えている．
２２資本の再生産
２２１数量体系と成長率
われわれの論考では，三つの数遼を示す指標，すなわち，臓貿ｚ６，産出ｚＰ，そして販売工`がでてきた
このうち，本項が定式化するのは⑪ｓである．じっさい，費用項目に含まれているのは＄。のみであり，これ
が定式化されれば資本の水準を決定できる．のみならず，その他の指標は（伝達関数を用いて）すべて導出
することができる以降,ｚ;のベクトル表現を単に⑩と表記することにしよう・
数孟体系を決定するには，いわゆる再生産表式を考えればよい．再生産表式論の骨子は，資本が単純再生
産を行うためには１１(ｖ＋、)＝Ⅱ(c)あるいは，Ｉ(ｃ＋ｖ＋、)＝I(c)＋Ⅱ(c)なる条件が満たされなけれ
ばならないということである．すなわち，生産財部門の総生産は，生産財部門と消費財部門との生産財需要
の和に等しいこの記号法に少しだけ手を加えて，Ｉ(c)をＣｌと表記することにしよう．すると，
Ｌｃ，＋ｕ，＋ｍ， 
ⅡＣ２＋Ｕ２＋ｍ２ 
と表式全体を書くことができ，先の条件は
Ｃｌ＋Ｕ１十ｍｌ＝Ｃｌ＋ｃ２
となる．これが単純再生産の場合である．拡大再生産の場合は若干の工夫がいるが，それでも基本的には変
わらない．、が蓄積に向かう平均比率（すなわち既に定式化した蓄積性向）をｓとすると，条件は次のよう
に変わる
ｃ，＋Ｕ，＋、，＝ｃ，＋ｃ２＋△c，＋△ｃ２
Ｃ２＋U2＋ｍ２＝ｕ１＋U2＋(’一ｓ)(ｍ'十ｍ2）
2７ 
この二つの合計は，
▽…十m－÷/(…`)+△．`+(,_｡)ｍ）２ 
．＝１。＝１
ただし，△Clま蓄積によって増加した不変資本の増殖分を示している．
今度はこの体系を数量表示してみよう．賃金あたりの必需財バスケットを縦ベクトル６，利潤あたりの箸
侈財バスケットを縦ベクトルノで表そう．これらのバスケットは，双方とも価格をかけると１となるよう
に正規化しておこう（すなわちｐ６＝１かつｐノー１である)．以下では，いささか天下り式ではあるが，以
上を参考に数量体系を定式化することが（何とか）できることになる．
まず，ＺｑはＡｚ，EUiは6Ｌｚに対応するのは明らかだろう．すなわち，生産財需要と労働者の消費需
要をそれぞれＡＴ,ｂＬｚとしているのである''１
つぎに，Ｚ△ciという資本の増殖分を定式化しなければならないが，これには若干の準備がいる．まず，
資本のストソク総水準が，原価フローに回転期間を掛け合わせたものであることを`思い起こそう．これは個
別商品に関しても同じである．つまり，商品一単位あたりを生産するのに必要なフロー量Ｑｄｊに，個別回転
期間巧を掛け合わせれば，商品一単位あたりのストック水準Qij刃が導出できるこれをα＄と表記し
(すなわち＠＄＝α慨j)，その行列表現をＡ、とすることにしよう．また労働に関しても同様に！！;＝lj万，
とし，その横ベクトル表現を、としよう．さて，これらの単位あたりストック水準に成長率９を掛ければ，
商品一単位を生産するのに必要なストックの増加分になるはずである．ゆえに，△c,＋△c2は９(Ａ､＋6L､)ェ
となる．というのも，資本の増殖分に対応するのが９(A､＋6L")αであり，それは数麓表示された資本全体
(Ａ､＋6L塗)Ｔに拡大再生産経路上の成長率ｇを掛ければ求められるからである'2)．
残るは資本家消費Ｚ(１－s)ｍｉであるが，これは(１－s)/p(Ｅ－(Ａ＋6L川となる（ただし，Ｅは単位
行列)．すなわち，消費に回される率(１－s)を利潤に掛け合わせた（１－s)p(Ｅ－(Ａ＋6L脈を資本家の消
費財バスケットノで測ったものが資本家の消費分となるのである'3)．
さて，以上これらの合計はZci＋Ｕｉ＋ｍｉに等しいはずであるが，これは数量の総水準を示すｚそのも
のにならなければならないはずである．ゆえに，次式を得る．
ﾕｰＡｚ＋6Lエ＋9(A寧十6L､)エ＋(１－s)/p(Ｅ－(Ａ＋6L))エ (2.18） 
この数遼体系は，成長率と数量ベクトルの方程式であるこの方程式が主張しているのは，数量ベクトル
ェが，フローの投入Ａｚ，労働者の消費を示す6Lz，資本の増殖分を示す９(Ａ＋6L)丁z，資本家の消費を示
す(１－s)/p(Ｅ－ｕ＋6L川に分けられるということである．
そこで問題は，この数量と成長率との存在に絞られる．このような成長率と数量ベクトルは存在するので
あろうか？然り，それはもちろん存在する．
１１】ここで暗黙のうちに，労働者は貯蓄せず，なおかつタイムラグなしに消費するという仮定がおかれている．
12)実はこの定式化には相当問題がある．というのも，資本の墹殖分にはjlr幣資本の墹殖も含まれており，商品数量体系が貨幣を含
んでしまうという矛盾が含まれているからである．これを定式化するには１じつは数麓体系のみならず，資産体系まで明示化し
なければならないがしかし，資本の総鮭を求めるという畷題を運成するには，抽象的な意味での斉一成長率の存在さえ首えれ
ば問題なく，ここでは問題の所在のみを指摘し,これ以上の内在的な定式化は別稿にゆだねざるを得ない
13）これも相当に問題のある定式化であるというのも，資本家の消費が配当からなされ，しかもそのタイムラグなしに消費に回さ
れるという仮定がおかれているからである．労働者の場合はさして奇異な仮定ではないが，資本家もタイムラグなしに消費する
とすれば，一体誰が資本を所有しているというのか？すなわち，資本の配当性向と資本家の消費性向を峻別していない（意図
的に混同している）のである．だが，これを明示するには．やはり資産市場における様式発行を明示化せざるを得ず，ここで取
り扱うことができない．ここでI±上記の定式化で満足せざるを得鞍い、
2８ 
定理１（数量体系と成長率）Ａ＋6Ｌ＞Ｏが分解不能で生産的であるとしまた’０＜ｓ＜１とするこの
とき斉一成長率ｇが正となるような非負のペクトルェが存在する．
証明は，数学的付録において証明される．それゆえここでは，この存在の含意を述べておこう．実はこの方
程式体系は，一見似ても似つかぬ資本制生産モードにおける特性方程式(26)を意味している．じっさい，
それを導き出すことは簡単である式(218)を価格ベクトルで評価すると，
ｐ＝ｐ(Ａ＋bL)＋gp(A,＋6〃)＋(１－s)p(Ｅ－(Ａ＋bL)）
これを式展開すると，
p(Ｅ－Ａ＋6L)＝911(A･＋6L､)＋(１－s)p(Ｅ－(Ａ＋6L)） 
さらに，
ｓ(ｐ－(ｐＡ＋Ｌ))＝9(pA.＋Ｌ･） 
第ｊ成分では，
ｓ(pj-(pAj＋い)＝9(pA;＋/)）
これに若干の計算を施すと，
ｓ巧＝α;町γ)－１
をえる．これは資本制生産モードにおける特性方程式(2.6)に他ならないそれゆえ，社会的総過程の数愈
表現である式(2.18)が成立すれば,個別資本が従わなければならない特性方程式(2.6)は必然的に満たされ
ることになる．しかもその斉一成長率９は存在し，それは資本制の中で内生的に決定されるのである．以上
で数量体系の定式化を終えた．残されている繰題は，価格水準を決定することである．価格水準と利潤率と
が決定されれば，資本の水準をすべて内生的に決定できることになるはずである．
２２２価格体系と利潤率
まず，個別資本ｊの観点から見た均等利潤率を定義しよう．それは，資本循環に拘束されている総資本量
を分母にとり，分子に利潤をとる．すなわち，
Ⅱ八t）ﾛｺﾞ(t）汀＝】E7TT＝Pj(t)十Ｗj(t)＋Gj(t）
ゆえに，
、ｊ汀＝Ｂ＋Ｗｊ＋ｃｊ
, 
＝－ 
s 
－，÷/'’一W麺ｗ叫Ⅶ （219） ｍＪｊｐＡｊ＋uﾙｊＺ 
この式(2.19）を簡単に解説しておこう．第一式は利潤率の定義である．第二式はいわゆる「ケンブリッジ
方程式」と呼ばれるものでありⅢ成長率を蓄積性向で除した値が利潤率に等しいことを意味している'4)・そ
14)その祥細に関してはPaainetti(1936)を参照のこと．また併せて佐Hii(1999b)も参照のこと．
2９ 
して第三式は，利潤率が，フロー利潤率に回転期間の逆数である回転速度を掛け合わせたものに等しいこと
を意味している．フロー利潤率は，賃金あたり利潤と，価格タームの資本の有機的構成との積であるから，
これは『資本論』第三巻の利潤率の表現と形式的に同一のものとなる．
しかしながら，既に注意しておいたことだが，回転期間は資本の有機的構成と独立ではない．そこで’こ
の個別資本の利潤率表現を集計的平均ではない個別的な伝達関数の形で表現し直してみよう．
与式に対して若干の計算を施すと，次の表現が得られる．
pj-(，A,+⑩１，)=術/÷,`鴎，/αＷ;－１万-1-11+"１，/α湖~L)(;-1-ｎ）９９ ．＝１ 
－赫/÷，‘帆+”!ｊ万ハ
ォー１
＝薇/÷,ｉＱ３+迦!;）
ｉ＝１ 
ただし，
α才'薄-1γ;-1-1両j＝ ９ 
｡；j＝Qij巧
ここでⅢ兎とは,既に述べた第j個別資本の投入財jの回転期間である.この回転期間が伝達関数(お
よび成長率）にだけ依存してることに注意しよう．すでに成長率の存在は明らかであるから，この回転期間
を（特定の仮定の下で）先決変数と考えることができる'5)．以下では成長率が与えられれば回転期間が与え
られるものとし，回転期間を既に決められた定数と見なすことにしよう.
さて，この第ｊ部門の定式化を一般化すれば，価格体系を行列形式に明示化することができる.それは
ｐ＝(ｐＡ＋tUL)＋，T(pA.＋ｕＬ｡） 
＝p(Ａ＋6L)＋汀P(A･＋6L･）（220）
である．ここで問題は，価格と利潤の存在である．もしそれが存在すれば，ようやく懸案の課題であった資
本の水準を確定することができる．じっさい，資本の水準は，数量体系と成長率，価格体系と利潤率との存
在が保証されれば確定された．それゆえ，資本の水準はすべて内生的に決まることになるはずである．
それらは存在するであろうか？然り，もちろん存在する．
定理２（価格体系と利潤率）Ａ＋6Ｌ＞Ｏが分解不能で生産的であるとし．正の総回転期間巧が与えられ
ているものとする．このとき，均等利潤率冗が正となるような非負の価格ベクトルが存在する．
証明は，数学的付録において与えられる16)．
15）これＩま数学的付像における仮定１として定式化される．数学的付録参照のこと．
16)なお，数学的付録においては，価格体系と利潤率の存在旺明に加えて,二つの旺明が付け加わっている．一つは，「総回転期間の
短縮は利潤率を上昇させる」という定理である．これは一見自明に見えるかもしれない．たしかに総回伝期間の短縮が旧価格で
測った利潤率を上昇させるのは自明のことだが,しかしながら新価格のもとでも利潤率を上昇させるかどうかは決して自明のこ
とではない数学的付録においてはこのことを証明し，その含意を配しておいた．また，もう一つは「搾取が正ならl魂l潤は正」
というマルクスの基本定理を証明しておいた．そこでは労働価値が定穣され，資本との関係について若干の私見を付しておいた．
3０ 
さて，この価格体系のモデルと通常のモデルとの相違を脱明しておこう'7)．
通常のモデルとわれわれのモデルとの違い，それは，通常のモデルが式(2.20)の特殊ケースに過ぎないと
いうことである．じっさい，式(2.20)から通常のモデルを導き出すには，回転期間巧が全商品において１
であればよいこのとき，Ａ*＝Ａとなり，ｐ＝(ｐＡ＋tUL)＋汀(ｐＡ＋ujL）という通常のモデルを導き出す
ことができる．ここで問題となるのは五ゴー１の意味だが，これが成立するには，１)販売・鱗買の回転期間
が即時的（かかる時間はＯ）で，２)すべての生産過程が点投入・点産出（pointmput‐pomtoutput）に
従っており，２）しかも投入と産出との時間間隔（すなわち生産期間）はすべての商品に関して一定で，３)な
おかつその生産期間は成長率とは独立に与えられており（あるいは生産期間の成長率弾力性はＯであり）４）
その生産期間は１に正規化されている，という山のような仮定がなければならないもちろん，仮定するこ
とそれ自体は非難されるべきではない．じっさい，われわれの体系そのものも，それこそ山のような仮定に
依存している（数理モデルの長所は，有益な定理が導き出されることよりも，その定理がどんな仮定に依存
しているかが明らかになることである)．問題は，これらの仮定の意味することが，資本の来歴を抹消して
しまっているということである．そこには単純な「時間の履歴」しか存在しておらず，資本の起源やその履
歴を問うことが遮断されてしまっている．通常のモデルには（たとえ精綾な価値理論が存在しても）かなり
杜撰な資本理論しか存在しない．だから，これらの仮定をおくことは，資本を把握する際の認識論的障害と
なってしまっているのである．
われわれのモデルは，この認織論的障害を除去しうる枠組みを有している．そこで，この認職輪的障害を
除去した後に見いだされる資本のあり方を明示的に見ておくことにしよう．われわれの輪考も，砲実に終わ
りに近づいている．
17）ここでいう通常のモデルに関しては，例えば匠塩(1977)あるいはMorishima(1973)を参照のこと．
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第３章
資本の形式と内容
本章では，二つの対立する資本観』backward-lookingとfbrward-lookingとの関係力;述べられる．まず，
backward-lookingの資本観は前章で既に定式化した資本の水準に該当し，それが資本形式からの過去への
論理的遡行によって導き出されることが再述される．次に，fbrward-lookingは産業資本形式からの未来へ
の論理的遡行によって導き出されることが述べられる．その結瞼は，資本の価値が資本の水箪と意外の利潤
の割引現在価値に等しいというものであり，fbrward-lookingが資本の価値を示し，backward-lookingが資
本の水準を示すという関係が明らかになる．
そして，この二つの見方は，共に資本の形式からの論理的遡行によって得られる資本の内容であることが
主張される．
３１二つの資本
３１１backward-lookingによる資本
backward-lookingによる資本の見方によれば，資本とは「過去において」生産され，また生産するために
用いられる諸々の財の総体である')，ときには集計化された一変数で表され，ときには個々の財の集合とし
て表されることもあるがⅢ「過去において」生産されたことには変わらない
ところで，本稿の議論は，一見このbackward-lookingと呼ばれる資本観に従っているかのように見える．
backward-lookingは資本を過去からの蓄え物として，過去の遺物の総体として捉えるやり方であり，そこ
から資本の振る舞いを時間を通じて定式化するというやり方である．時間を通じた振る舞いを問題にすると
いう限りにおいては，本稿の議論はbackward-lookmgに酷似している．
だが，本穂のやり方は，実はそれとは対蹴的である．本稿ではまず，鶴理的に先行する資本の形式性から，
時間的にその来歴を過去に向かって遡行するという方途をとっていた．つまり資本は，その形式性からの瞼
理的遡行によって同定され，しかもそこでの変数はすべて内生的に決められる．ここで重要なのは，総理的
遡行と内生性である．というのも，backward-lookingは，この論理的遡行と内生性を満たさないからであ
る．backward-lookmgの方法では，資本は論理的遡行によって同定されるのではなく，そもそも定義され
るに過ぎない．またそれは，資本を既に過ぎ去った過去における蓄え物と定義するため，その初期値は内生
】）この見方の代表的なものとして，B6hm-Bawerk以降のAustrianschooIがある．その現代的定式化はⅢHickB(1973)および
vonWdzsiiCkeK1971；1977)を参照せよ．
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的には決まらない．つまり，backward-lookingのやり方による資本は，資本とはその定義上資本であると
いうほとんど存在瞼的証明なのである．
ここで，本稿における資本，つまり総理的遡行によって内生的に得られた資本を確認しておこう．それは
価格体系から導かれる．価格体系は，次のようなものであった．
ｐ＝(ＦＡ十ｍL)十万(pA．＋tUL.）
＝p(Ａ＋bL)＋汀p(A､＋6L､）
そして（当然のことではあるが)，このｐＡ.＋tUL率こそ，ミクロレベルで捉えた（産出物一単位あたり
の）資本水準に他ならない．じっさい，この第ｊ成分に町を掛けると，
(M;+迦Ｌｊ池j-/÷Pic川,+Twj+巧』)+⑩!』(刀+ﾌw,+乃止ｊ
ｉ＝１ 
＝．，/÷Ｍｚ`,+Tw,+刀`)十,１，(TMw,+妬,)）
ｆ＝１ 
＝ｃｊ(７hj＋7W)＋兄j)＝Ｂｉ十Ｗｊ＋Ｇゴ
ーにｊ （3.1） 
をえる．これは既に定式化した法則４に他ならない．
それでは！この含意を述べておこう．まず，式(3.1)からわかることは，資本が成立するには（技術体系
Ａ，Ｌに依存していることから)，社会的分業の発展が前提とされていなければならないということである．
そして，この社会的分業を基礎にして，インフローとアウトフローとの流れが生じる．いや，インフローと
アウトフローの流れがあれば，そこには分業という差異の体系が存在しているというべきである．そしてこ
の流れこそ，資本の形式性に他ならない．そして二つ目は（回転期間の存在により），その流れの滞留点に
資本の増殖が行われるということである．これが資本形式からの遡行によって得られた帰結である．回転期
間の大きさは，時間の履歴を基礎としている．資本は，生産・商品・貨幣の回転期間という三つの時間を異
なる姿で立ち止まりながら，特有の時の流れを記録する．それは異なるエレメントが異なるリズムを刻む．
いってみれば，資本とは精巧な賭機械部品からなる「諸機械」の総体なのである．つまり，そこには機械仕
掛けの資本が存在するのである．しかもこの機械仕掛けの資本は，外からエネルギーを与えれば動くような
メカニックなものではなく，それ自体がそれ自体で動くような語の其の意味でのマシニックな機械なのであ
る2)．これこそ資本の内生性に他ならない
論理的遡行が重要なのは，それ以外の方法では資本を同定できないからである．また，内生性が重要なの
は，資本にとって必要なものは，まさに資本そのものであり，資本そのものでしかないからである．資本は，
自らが自らをつくりだす．資本は，資本によって生産されるのである．
baEkward-lookingによる資本観を見たあとは，fbrward-lookingによる資本観を見ておく必要があるだ
ろう．
2）DeleuZeandCuattarl(1972；1980)参照．
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3.12fOrward-lookingによる資本
ここでfbrward-lookingを本稿の枠組みの中で定式化してみよう．そのやり方は簡単である．再びそれ
は，資本の形式から遡行する－ただし未来に向かって－－というやり方を取ればよい．もう一度産業資本
的形式を思い起こそう．それは，式(117)によって表現できた．これを再掲すれば
△にゴーnj-dj
である．すなわち，資本の増殖は内生的に生み出される利潤のinflowと，その漏出である配当のoutflow
との差額として定義されていた．この産業資本的形式から，fbrward-lookmgを導き出してみよう．
fbrward-lookingの基本的な考え方は，ある所有物を所有することに対してもたらされる収入（の割引現
在価値）が，所有物の価格総額に等しいと考えることである3)．ここで話をわかりやすくするため，カネとい
う実をもたらす木を考えてみよう．この木の価値は，fbrward-lookingに従えば，木そのものの価値によっ
て決められるのではなく，カネという実の価値（正確に言えば，年々歳々実り続けていくカネの実の割引現
在価値）によって決められる．ここで言うカネの実は，われわれの産業資本的形式における配当と一致する
そこで，初期時点における配当の割引現在価値をｙｊとすると，それは次のように表現できる．
ｙゴー／￣｡』(t)e-ptdt （3.2） 
Ｏ 
ここで唐突に出てきたｐは，近代経済学で言われる資本コスト率である4)．これがfOrwam-lookingでは
｢資本の価値」と呼ばれるものにあたり，それは将来生み出される利得流列の割引現在価値である（いわゆる
｢資本還元」（capitalization）と同じである）このｙｊと資本の水準を示すﾉｇとの間には，いかなる関係
があるのであろうか？それを見るには，産業資本的形式を示す式(1.17)を資本コスト率を用いて積分して
みればよい．すると，
ソブー／oodj(2)ｅ－ｐｆｄｔ
Ｏ 
－／｡｡ －、j(t)e-pfdt-／￣にj(t)e-P`ｄｔ
ＯＯ 
＝)cj＋／゜｡(汀一p)にj(t)e－，`ｄｔ
Ｏ 
＝に,＋)/yｊ (3.3） 
ただし，
Ｗﾌﾞｰﾉ｡。(，ｒ－ｌｏ)ﾉcj(t)e-p`｡$
、
3）この見方の代表的なものとして，IrvingFdscherを先駆として挙げることができる．がしかしここでは，Keymes(1936,
Chap､11)が念頭にＥかれている．
4）この定式化が暗黙のうちに二つの仮定をしていることを注意しておく．－つ目は，ＩＤは時間を通じて変化するはずであるが，こ
れを一定と仮定している．この仮定によって，もしも現在成立している安本コスト率が将来にわたって変化しないとした場合に
おける配当の割引現在価値を求めていることになる．見かけ上は筋学的期待の仮定と変わらないが，後に述べるように，利潤率
が安本循環によって決定されるため，それが時間を通じて変化する場合は（技術革新をのぞけば）昏無であるから，安本コスト
率を一定とするのはさして奇異ではないのである．もう一つの仮定は，ｄ(t)は初期時点からの予想ＩＤ[のはずであるが，これを現
実値と仮定している．見かけ上は合理的期待の仮定と変わらないが，斉一成長連路上では配当の価は砿定的であるため，予想値
ではなく現実値としても践旨に響かない．
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である5)．これは，「資本の価値」リブが，資本の水準を示すにｊと，利潤から資本コストを引いた差額の
割引現在価値Ｗｊとの和に等しいことを意味している6)．この利潤と資本コストの差額を「意外の利潤」
(windfallprofits）と呼び7)]この割引現在価値を肋と表記することにしよう．
さて，この方程式の存在は，backward-lookingとfbrward-lookingとの関係を明瞭に表している．がし
かし，その明瞭さは一見するほど明瞭なものではない．通例の（例えばマクロ経済勤学の）モデルではＫ
と書かれる資本ストックの初期値は所与であり，ここでの定式化も（この式(3.3)だけを見れば）同様に厄ｊ
は歴史的に与えられた外生変数である．しかしながら，われわれのモデル総体の中では，その値は天から
降ってくるマナではなく，モデル内部で決められる内生変数なのである．じっさい，にｊは産業資本的形式
および資本循環とその過程から遡行して見いだされ,初期値を示す式(215)と定理１および２によって内生
的に決定されたのである．しかもそれは，利潤率を含んだ価格体系の一環として決定されⅢ利潤率も同時決
定される8)．だから，式(3.3)だけが存在しただけでは』backward-lookingとfbrward-lookingとの関係は
明瞭ではない式(33)だけではjCjが歴史的外生変数であって，理論的内生変数ではない．そのため‘にｊ
は理論的には決定できず，従ってｙｊも確定されないつまり，その二つの関係を何らは理論的に述べるこ
とはできない．われわれは既に）ｃｊを理論的内生変数として先決したからこそ，この二つの関係を明瞭に表
すことができるのである
さて，backward-looldngによれば，資本とは，資本の水準を示す）Cjであり，かつそれが「資本の価値」
と目される．それによれば，カネの実のなる木の価値は，その木そのものの価値である．しかしながら，
fbrward-lookingによれば，「資本の価値」は1ﾉﾌﾞである．カネの実のなる木に価値があるのは，それがカネ
の実をたわわに実らせるからであってⅢ木そのものに価値があるわけではない．じじつ，木そのものが欲さ
れるのは，カネの実をならすこと以外ではあり得ない．だから，木の価値は，実の価値によって決められる
はずである．
しかし，対立がこれだけであるならば，にjを「資本の水準」と定義し，吟を「資本の価値」と定義す
ればよいだけである9)．問題は，両者の関係ではなかったか？そして，この二つの対立は共通して－つの
ことを見落としをしている．それは，なぜ「資本の水準」と「資本の価値」が一致するのか，あるいは乖離
するのかの理由を述べていないということである．この二つの間の差異はり意外の利潤が存在するか否か，
5)なお，式展開中，ｌｉｍにj(t)e-p2＝Ｏを仮定した．つまり，無限の将来における資本水準の割引現在価値は０とする．［-ＣＤ 
6）この結果は既に酋及したOhlsonも（醗散時間で）導き出してし､る．再びOhlson(1995)を参照のこと．
7）「意外の利潤」という言葉は，Keynesの『貨幣賎』から借りた．Keynes(1930a;1930b)を参照せよ『貨幣蛤』における（第
二）基本方程式の主張は，国民所得が生産要素に対する貨幣所得と「意外の利潤」との和に等しいというものである．『貨幣賎』
におけるKeynesによれば，「意外の利潤」は投資と貯蓄の差ﾖBiに弊し<なり，その差額は「自然利子率」と「市場利子率」との
ギャップによってもたらされる．しかしここには，フローの胴整が（ストックを鯛藍するはずの）利子率によってなされるとい
うフローとストックの混同がある．じっさい’われわれの定式化とKeynesの主張との相違は，Keynesがフローの国民所得の
一部分であるのに対し，われわれの定式化が（正しく）ストックのレベルで定式化されているということであるKeynesはそ
の後，投資と貯蓄の乖離によって鯛整されるのは（ストック綱墜利子率ではなく）フローの産出水車であるとしたのはロ事態を
正しく鰯醸し（直し）たことを意味している．しかしながらその代償として‘ストック水準一定の短期経済に分析対象を限定し
てしまった．
じつは，われわれの定式した「意外の利潤」は，『金融資本8ii』第七章「株式会社」におけるHilfbrdingの「創業利得」の正
砿な定式化ともなっている．HiI6erding(1910)を参照のこと．しかし，HiIfbrding自身の定式化はいささか混乱していること，
また株式資本でなくとも本項の定式化が妥当することなどから，「創黛利得」という曾葉を採用せず，「意外の利潤」を用いた．
B）このことはもちろん，われわれのモデルがCambridge安本践争で提出された問題をクリアしていることを意味している．
､)Hicksは「資本の水準」を「資本の趣」と呼んでいる．Hicks(1974)参照．だが’この「安本の水準」と「資本の価値」との二
つが存在するという考え方そのものは！遥か以前から存在するたとえばMenger(1871,ZweiteAuHagel923)には既に明瞭
にその配述が存在しⅢVbblen(1906)には祥しい曾及がある
3５ 
もっといえば，利潤率と資本コスト率とが一致するか乖離するかの相違なのである．
さて，そこで問題は資本コスト率と利潤率の関係である．利潤率に関しては既に内生的に決定しておいた．
そこで資本コスト率の決定原理を述べなければならないが，それを内生的に決定するには資産市場の定式化
が必要であるため，それに関して一般的な表現を与えることは（少なくとも今までの枠組みだけでは）不可
能であり，断念せざるを得ない．しかしながら，資本コスト率と利潤率の大小を比較することによって，「資
本の水準」と「資本の価値」とのありうべき関係についてはすべて網羅的に述べることができる．それを見
るために，既に採用されている斉一成長の仮定を用いて，式(33)を「資本の水準」あたりの「資本の価値」
に変形し，その値をＵとしてみよう．すると，
ｑ》
０》
汀
００ 
吟一喝一一一Ｕ (3.4） 
をえる．これは資本に対する評価を示す「評価関数」とでも呼ばれるべきものである'0)．この評価関数の値
は利潤率・資本コスト率・成長率に依存している斉一成長率と均等利潤率が成立し，かつすべての部門で
同一の資本コスト率が成立している場合，この評価関数は個別の部門に依存しなくなる（それゆえ，評価関
数における部門を示す添え字ｊは省略できる)．つまり，この評価関数を用いた議論は，特定の部門ではな
くすべての部門に当てはまることになる．これを用いてすべてのケースを場合分けしてみよう．
まず，Ｕ＜’の場合．このとき，ｙｊ＜にj，汀くｐである．これはあまり考えられるケースではない．と
いうのも，資本コスト率の方が利潤率を上回っており，資本の鯛達費用の方が資本の収益を上回っているこ
とになる．これが一時的に成立しているのならばともかく，安定的に成立しているとするのはいささか考え
にくい．
次に１ｔﾉ＞１の場合．このとき，ｙｊ＞にj，汀＞ｐである.これはあり得るケースではある・たしかに,利
潤率の方が資本コスト率を上回っているならば，資本にとっては好都合であろう.しかしながら，これもあ
り得るケースであるかどうかはわからない．というのも，通常の推論によれば，このケースも起こらないか
らである．ここでいう通常の推論とは，資本の限界効率（というよりも投資の限界効率）のことである'1)．
それは，資本の限界効率が資本コスト率を上回っていれば，利潤機会をむざむざ逃し！逆に下回っていれば
損失を被っているため，限界効率と資本コスト率は一致しているはずだというものである．もっとも，この
資本の限界効率は，ほぼ限界予想利潤率に等しいから，必ずしも均等利潤率が資本コスト率に等しくなくて
も構わないわれわれの均等利潤率は，平均利潤率であって限界利潤率ではないだが，資本制システムが
一次同次で確定的な斉一成長経路上にあるという（われわれが採用している）想定の下では，平均利潤率と
限界利潤率は一致しているはずである．つまり，Ｕ＞１の場合は，むざむざ利潤機会がありながら，利潤獲
得を断念していることになる．
そこで最後に,Ｕ＝１の場合を考えてみようこのとき，ｙゴーにj,７７＝ｐである.つまり，カネの実をも
たらす木であるにｊとカネの実(の割引現在価値)であるｙｊは,同じになることを意味している.ここでは
木にｊというカネの実を「もたらすもの」と，カネの実ｿﾌﾞという「もたらされるもの」とが区別できない・
父なる神としての自分を，子なる神としての自分自身から区別するのであるが，父も子も同じ年なの
であり，しかも実は両者は一身なのである．（Ｋ､１，ｓ169）
１０）これと同じものをRichardKahnが導き出している．Ｋａｈｎ(1972,ChaplO)を参照せよ．
11）Keynes(1936)を参照せよ．
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つまり，子なる神を「もたらす」父なる神にｊと,父なる神から「もたらされる」子なる神ｙｊとは，厳密
に同じ年となる．父なる神は，子なる神と入れ替わってしまうのである．
一般的にいえば，前貸資本価値を毎年消費される剰余価値で割れば，最初の前貸資本が資本家によっ
て食い尽くされて消えてなくなるまでに経過する年数または再生産周期の数が出てくる．資本家が，
自分は他人の不払い労働の産物である剰余価値を消費して最初の資本価値を保持しているのだと考
えても，その考え方によって事実を変えることは絶対にできない．ある年数が過ぎた後では，彼.
彼女が領有した資本価値は同じ年数の間に等価なしで領有した剰余価値の総額に等しく，彼.彼女
が消費した価値額は最初の資本価値に等しい．（Ｋ,１，s､595．傍点引用者）
ここで傍点部分に藩目してみよう．「消費した価値額」とは，資本家が家計として得られた収入（われわれ
のモデルでは。』にあたる）をもとに箸侈財に対して消費した額のことである．それは，「カネの実のなる木」
がもたらす実を食したということであるそこでこの「消費した価値額」を，配当の割引現在価値であるｙｊ
と考えてもよいであろう．じっさい，資本家家計の支出である署侈財消費の最高額は配当額そのものであり，
われわれの定式化では配当は全額瞬時に消費に回るという仮定によって，配当も資本家消費も同額となる．
そして，毎期毎期の消費額フローの割引現在価値こそｙｊに他ならないからである．時間の流れの中で考え
れば，フローではなくストックであるｙ，の方が論理的整合性があるそして，「最初の資本価値」とは，資
本循環における最初のＧにあたり，それはにjのことであるゆえに，引用末尾の一文は,ｙｊ＝ﾉCjを意味
しているとパラフレーズすることができるだろう．これは，いわゆる「領有法則の転回」と呼ばれてきたも
のだが，それとはぴたりと一致しない．そこで，われわれの帰結を「再解釈された領有法則」と呼んでおく．
以上の推論をまとめておこう．
法則５(再解釈された領有法則）「資本の価値」ｙｊは，「資本の水準」にjと「意外の利潤」の割引現在価
値肥との和に等しいすなわち,
吟＝にj＋肥
また，斉一成長の仮定の下で以下の関係が成り立つ．
汀－９ｔノー－
β－９ 
１１＝１が成立するとき．汀＝Ｐかつｙｊ＝にjが成り立つこれを「再解釈された領有法則」と呼ぶ
再解釈された領有法則が成立するとき，そこでは「もたらすもの」と「もたらされるもの」とは区別がつ
かない．「もたらすもの」は「もたらされるもの」からもたらされるだけでなく，「もたらすもの」からも，
もたらされる．つまり，資本は自らが自らをつくりだす．資本は，資本によって生産されるのである．
３２資本の形式と内容
われわれの得られた結論は，一言で言えば，
資本は本質的に資本を生産する〈Ｋ1111,ｓ､887ｓ）
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ということである12)．しかし，大切なのはその結鹸に至るまでの推鹸過程である．そこで，今までの議瞼を
まとめておこう．それは次のような図３．１によって表現できるだろう．
形式
資本の一般的形式
△)Ｃ＝△に'sinHow-△に'soutflow
資本三形式（法則１）
△に＝△にＨ＋△にｗ＋△にＪ
産業資本的形式（法則２）
△に＝Ⅱ－．
…･Ｔｌ／艫、(:…
資本の価値（法則５）
ｙ＝に＋Ｗ
資本の水準（法則３，４）
に＝Ｐ＋Ｗ＋Ｃ
図3.1：資本の形式と内容
資本を巡る奇妙な言説は，じつは図３．１中で資本の内容と呼ばれる領域を巡って展開されてきたものであ
る．資本とは一体どのようなものかを巡ってなされてきた言説は，じつは「資本とは何か」という問いに対
して，資本の内容が何であるかを詮索してきた．そして，人々は自らが出したその内容の答えを巡って，何
が正しいかを争っていたのである．しかも，その論争がなされればなされるほど，内容のみが藩目され，形
式に対しての問は忘却される．認識対象に近づこうとすればするほど，認職対象は遠ざかる．見方の対立と
いうものは，一見すると正しい見方を明らかにするために生じるものだが，えてして正しい見方を覆い隠す
遮断幕として機能するものである．
資本とは何かという問に対して答えようとすると，人は必ず誤って資本の内容は何かを思考してしまう．
それはほとんどすべての人が陥ってしまう思考の誤りである．しかし重要なのは，資本とは何かという問に
対して．その内容を答えようとする雛惑に逆らって，資本の形式を思考することなのである．どんなに目を
凝らして認職しようとしても，認織そのものを可能にする目の網膜を見ることはできない．内容を見ても，
その内容を可能にする形式を見ることはできない．
資本概念を把握するには，まず，資本の形式化，いや「形態純化」が必要である'３１形式は内容に論理的
に先行する．あるいは，形式は内容に先立つ．そしてその形式からの論理的遡行によって資本の内容を探る．
ここでいう遡行とは，歴史を時間軸上でさかのぼることではない．遡行とは,､形式からその内容を同定す
ることを意味している．だから，過去に向かっても未来に向かっても論理的遡行は可能である．じっさい，
backward-Iookingとfblward-lookingとは，論理的遡行の派生態であって，その論理的帰結に過ぎないの
12）ここからSraIYaを思い浮かべない方が離しい、SraHa(1960)参照．だがSraHa自身は，「資本」という曾葉があまりにも多義
的に用いられてきたとして，言葉の使用を控えている．
13)形態純化に関しては，宇野(1962)参照．
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である．今までの言説の多くは，その内容の派生態のどちらが正しいかを争っていたに過ぎない．
じっさい，資本の内容は何からなっているかと言えば，
資本はなにから成っているのか？その最も簡単な現象をとってみれば，貨幣と諸商品とからである．
（Ｋ・’111,ｓ871）
だが，貨幣や商品なるものと並んで資本なるものが自存しているわけではない'4)．
資本は物ではなく，一定の，社会的な，一定の歴史的な社会構成体に属する生産関係であって，この
生産関係がある物で表現されて（daIstellt）この物に－つの独自な社会的性格を与えるのである．資
本は，物質的な生産された生産手段の合計ではない．……生産手段それ自体が資本でないことは』
金銀それ自体が貨幣でないのと同様である．（Ｋ,111,s822-3）
すなわち，あるものを見てもりそれが資本であるかどうかはわからない換言すれば，そのものに表現
(Darstellung）されている内容からは資本は特定化できない資本の内容という結果だけを見てしまうと，
それを成立せしめている原因たる資本の形式は不在である'5)．あるものが資本であるか否かは，その表現の
形式によってなのである．だから，あるものが資本の形式を満たせば，その内容は貨幣であっても商品で
あっても，あるいはただの紙切れであっても構わない．だから，われわれは次のようにいってもよいだろう．
形式と内容の結びつきはり恋意的である！と．
それゆえ}資本制社会が斯くも多様であることに驚くべきではない．歴史認識の対象としての資本制社会
が多様なのはⅢその内容が可変的であるという結果に過ぎない．資本の内容が多様であるのは，じつは，そ
の形式が内容と窓意的に結びつく結果として多様性を許容するからである．驚くべきなのは，多様な内容を
許容することのできる資本形式の形式性である．資本の形式は，ありとあらゆる内容に懇依することのでき
る亡霊のようなものなのである'6)．
資本の形式はインフローアウトフローギヤップという抽象的で単純なものであるそして，まさにその抽
象的な単純さがⅢ具体的で複雑な内容を許容する'7)．ひとが資本形式についてほとんど思考しなかった（あ
るいはできなかった）のは，その形式があまりにも単純だからなのである．複雑なものは複雑であるが故に，
そこに含まれている情報壁が豊富であること意味する．だから，複雑なものは解明する手がかりとなる情報
も豊富である場合が多い．もちろん，悩報が豊富でありすぎるために，分析が困難になることも多いしか
し，単純なものは，そこに含まれている情報があまりにも少ないため，かえって解明することが困難である．
本稿の試みは，その単純なものの解明という困難な試みだったのである．
14)同樺の注意を宇野弘蔵が喚起してl'、ろ．宇野(1947)参照．
111〕これは「換月h的因果性」と呼ばれるものである．AlthusseretaI(1966)を参照せよ．
16)Derrida(1993)参照．そこでは資本の矛盾が自動的な自律性という矛盾として捉えられ，その様を「亡盆」になぞらえている．
'7)本稿の冒頭で，caPitaIの語源をさかのぼっておいた．それは，羊の頭caPutという具体的なものから資本capitalという抽象
的なものへの変化として捉えられた．しかしながら，この語源ですら逆である可鰭性がある．曾踏学者のEmileBenvenisteの
示唆によれば’英語のcattle（牛・家畜）やフランス語のcheptel（賃貸ロ家畜）といった具体的で特殊な雁はロラテン砺の
caPitale（元金）という抽象的な画葉からきているのであって，決して逆ではないという．つまり，甘葉の上でも，家畜とい
う具体的粒ものが財産という抽象的な甘葉で表せられるのであって，逆ではないここでも抽象的なものが具体的なものを許容
するという栂図が見られるのである．Benveniste(1969,Sectionl)参照．なお，「安本」という鮪のその後の変遷に関しては
FbrnandBIPaudelが鋒しい、Braudel(1979)参照．
３９ 
跣
錯乱(Veriicktheit)はもちろん経済の一契機であり，諸国民の実際生活を規定する．
KarlMarx，０，７Mh．ｉｓｓｅ 
本稿は，資本とは何かという問を巡って展開されてきた．しかしながら本稿は，じつはもっとも困難な問
を意図的に回避している．
資本とは変態しながら増殖する運動体である．その運動は，インフローアウトフローギヤップとして定式
化された．それは，内部と外部との差異から資本が発生するという資本の起源の定式化でもあったはずであ
る．そこでもういちど産業資本的形式△に＝ｎ－ｄを思い起こしてみよう．そこでのインフローは利潤ｎ
であり，アウトフローはｄである．そして，増殖△にはこのギャップとして捉えられる
しかし，この産業資本的形式はリインフローアウトフローギャソプがなくとも増殖する．厳密に言えば，
外部がなくとも増殖するじっさい，。というアウトフローが限りなくｏに近ければ近いほど,利潤、の
値は大きくなりⅢ資本の増殖△には大きくなる．外部が消失すればするほど，資本の存立余地が小さくなる
どころか，その増殖はますます大きくなるのである．
そこで問題は，次のようになる．利潤というインフローは，いかにしてもたらされるのか？利潤という
インフローこそ，じつは何らかのインフローアウトフローギャップとしてもたらされたものではないか？
だからわれわれは，どんなに逆説的に見えたとしても，利潤というインフローの内部に何らかの外部を発見
しなければならない内部の中の外部Ⅲあるいは自己の中の他者－これはいささか形容矛盾である'8)．だ
が，資本の内部の外部こそ，利潤をもたらす当のものである．ここにあるのは，単なる論理の錯乱などでは
ない．ここにあるのは，錯乱の論理なのである．
それでは一体，資本にとっての外部とは何か？－わたしは故意に労働力については触れなかった'9)．
ＷＪａｃｑｕｅｓＤｅ｢ridaは，ｃａｐという陪にある先蝋・頭・資本という意味の多軽性を利用し，キャップ的肢ものがおのれを見失う＝
非同一化し，「自己にあっての他者」へと聞かれ始めると述べているＤｅ【Iida(1991>参照
19）だが．わたしはかつてこの問題に触れたことがある佐i5i(1996b)．
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付録Ａ
数学的付録
Ａ１時間の履歴と回転期間について
ここでは積分方程式（inte摩alequation）およびラプラス変換（Laplacetransfbrmation）に関する若干
の概念を説明しその経済的意味を瞼じておく．
まず，投入と費消の関係が次のように定穣されたのを思い起こそう，
Qij錘;(t)＝／‘慾:(s)αij(t-s)｡ｓ
－．． 
これは,積分として未知関数αを含んだ方程式!いわゆるロトカ・ヴォルテラ型(Lotka-VblterraSystems）
の（第一種）積分方程式である．
ここで，このような積分方程式が定義されるということは，αが(t-s)が時間を通じて一定のパターンを
描くと仮定されていることに注意しよう．つまり，αij(t-s)は季節や暦といった時間の順序に依存しない
時不変性が仮定されているのである．
さて，z1j(`)および“jz6(t)が斉一成長率９で指数的に成長していくものと仮定しよう.すると，
cij⑩;(｡)e,`＝錘3(o)／‘ｅ,｡α`j(t-s)｡ｓ
－．． 
ここで，ｔ-ｓ＝丁とおき，変数変換の公式を用いると，
Ｑｊｊｍ;(o)e，`＝麺3(o)／~e,`e-〆α`j(γ)dＴ
Ｏ 
ここで，
α5(9)＝／゜｡αij(7)e-gｱdＴ
Ｏ 
とおくと，与式は
QmjzF(o)＝zij(o)α3(９） 
となる．
ここで,αb(9)はaij(γ)のラプラス変換である本稿では，αij(γ)を｢時間の履歴」と呼び,α:j(9)を
｢伝達関数」と呼んだ．
４１ 
さて，このラプラス変換が存在するには,関数αij(7)が，１)指数位数(exponentialorder)で,２)有限な
区間において区分的に連続(piecewisecontinuous）でなければならない１)指数位数であるとは,γ(＞７０）
のとき，｜α(丁)|≦Mexp(□γ)を満たす定数ＭＤが存在することをいう．また，２)有限な区間において
区分的に連続であるとは，2-1)αij(丁)が有限な区間において有限個の点を除いて連続であり，2-2)αdj(γ）
の不連続点〈たとえば７，点）において，左側および右側極限値が存在することを言う．もちろん，これらは
仮定されなければならない．
今度はﾗﾌﾟﾗｽ変換(伝達関数)α§(9)の性質を見ておこうこれは,αb(O)＝1であり,蝿α3(9)－０
…響くo…つ窪地抑１Ｍoの…で……数…
ＡＬ１資本家的生産方法の発展
ここでの腺題は，時間の履歴を調べることによって，どのような生産の組織編制がなされているかを簡単
に考察することである．
「旧来の個人的生産においては個々の生産者が作業過程の全体にわたって熟練することを必要とした」（宇
野(1964)，７１頁）すなわち，α1,(t)の全期間にわたって個々の生産者が携わり，すべての作業過程に熟練
を要していた．この場合，ｔ時点で産出される商品ｊに対して，α'ｺﾞの分布の形は，ｔ時点に至るまで比較的
一様に分布することになるしかしながら，「作業過程を分割し，労働者をも結局は部分労働者とすること
によって，従来は生産過程に使用することのできなかった不熟練労働者を益々多く利用することを可能にす
る」（同上）マニュファクチャが登場した．これは生産を単位期間あたりの生産工程に分割するため，労働者
はある特定の労働に従事し，過程全般に対して熟練する必要がなくなってくることを意味している．この変
化によって，ｔ時点で産出される商品ｊに対するαｌｊの分布の形は，ｔ時点以前の特定の期間において正の
値をとり，その他の期間はＯの値をとるはずである．そして，「分業を基礎とするマニュファクチャ労働者
の使用する道具が，労働者の手をはなれて機械化し，いわゆる機会制大工業の発展」（同上，７２頁）がなさ
れると，労働投入αI，のみならず，それに対応して機械一般であるαＵの分布も労働投入と同じような分布
を記録するはずである
このもっとも「過激な」生産方式は，テーラー主義である')．これは労働者が，ある一つの行程に単調に
かつ連続して従事することを意味している．たとえば，ある労働者のある作業（たとえばネジ締め）がｔ－Ｔ
時点の作業であるとしよう．そしてテーラー主義の定義より，その労働者は他の作業工程には携わらないこ
とになる.すると，その労働の時間の履歴はｔ時点で産出される商品ｊに対してα,,(ｔ－Ｔ)＝１で,その他
の時点ではｏとなるさらに，ｔ＋’時点で産出される商品ｊに対してはaIj(ｔ－Ｔ＋')＝’となり，その
他の時点ではＯである．さらにｔ＋２時点では……と以下同様の時間の履歴が記録される．つまり，あ
る一時点で投入されたものが，ある程度の時間を経過した後，産出されるという点投入・点産出型の時間の
履歴を記録することになる．じつさい，その期間がＴ１Ｒｊという時間の遅れに従っているとしよう．この場
合，時間の履歴は
αij(γ)＝6(Ｔ－ＴＰｉｊ） 
となる．ただし，５は（ディラソクの）デルタ関数である．
1）テーラー主装に関しては，Blaverman(1974)およびAglieOta(1976>を参照せよ．
４２ 
ここで一般にデルタ関数は
`(`)=｢;Ｐ（涼:臆Ｉ
／･･６(t)｡t＝１ 
－ｃｃ 
と定義される．これは通常の意味での関数ではなくロレ､わゆる超関数と呼ばれるものである．
さて，このデルタ関数を用いると，
。`j錘；(t)＝／‘趣;(s)恥(t-s-T1R,)ｄｓ
－ＯＯ 
となる．ここカユら斉一成長を仮定して初期値を求めると！
…;(O)e，`＝鰺:(O)／゜｡e，`e-gT6ij(７－rlP`,)ｄＴＯ 
＝麺3(o)e－，z1Pkjeg&
ゆえに，
。轍ｴﾘ＝垂1je-gT1P`」
ただし，
／ｏｏＭＴ－ＴＲｊ)e-9TdT＝e－，TP`ｊ 
Ｏ 
である．つまり，時間の履歴|ま
α$(9)＝e-,か`，
となり，時間の履歴が単なる（指数上の）時間のずれとして把握できることになる．
このように，時間の履歴の形状を具体化することによって，「資本家的生産方法の発展」
頁）の概要を捉えることが可能となるだろう．
(宇野(1904)，６５
Ａ１２回転期間と成長率
ここでの課題は，成長率と回転期間との関係を鏑じることである．
じつは，成長率だけが与えられても回転期間の値が一意に存在するとは限らない．というのも，成長率が
与えられれば伝達関数は定まるが，回転期間の値は（分子にも分母にも成長率があるため）一意に存在するか
はわからないのである（五ｊは，に関して微分可能であるから連続であるが，単調性が言えないのである)．
じっさい，
…,､黍瀞/柳‐[‐砿ｊ－ ｃｆ:j＋辱十ｲハ９ 
となり，その増減は不定である（ここで，ｆ＝｡z/ｚである)．
－体，回転期間と成長率との間にはどのような関係が成り立っているだろうか？
まず，成長率の上昇が回転期間の短縮をもたらすものとしてみよう．この場合，じっは最適な成長率は決
まらない．というのも，成長率の上昇によって回転期間が短縮されるならば，利潤率の上昇を招くであろう
から，成長率は無限大に発散してしまう．つまり，成長率は単に高ければ商いほど良いという結果しか導か
ない．
4３ 
今度は逆に，成長率の上昇が回転期間の長期化をもたらすとしてみよう．これは現実的である．というの
も，成長率の上昇は，その上昇以上に資本ストックを追加的に巨大化させなければ達成できないため，成長
率はある有限の値をとることになるからである．つまり，成長率の上昇は，回転期間の長期化をもたらすと
考えるのが妥当である（この考え方が，いわゆる調整費用の考え方と酷似していることを注意しておく）．
この推論を記号で表してみよう．成長率の上昇は，もちろんクである．一方，資本ストックの巨大化は，
もちろん回転期間によって表現できる．まず，産出物一単位あたりの第i資本ストック水準は，αカーａ｡,巧
であった．つまり，単位あたり第ｊ投入Ｑｉｊを盃ｊ倍することによって求められた（これは産出物単位あた
りの資本ストソク水準の定義に等しい)．この単位あたり資本ストック水準の変化分を示す投資量は９盃jQij
によって表現できるはずである．というのも一般に，投資Ｉと資本Ｋとの関係は，成長率を９とすると
J＝9Ｋの関係が成立するそれゆえ，資本ストックの変化分たる投資はｇｏ:ゴー`Lij97Ijで表現できる．つ
まり,単位あたり第ｉ投入ｑｄｊを９面j倍することによって，単位あたりの資本ストック追加分（すなわち投
資）を表現できる．この９頭ｊをｔｄｊと書くことにしよう．これは（資本）ストック回転期間ならぬ（投資）
フロー回転期間とでも呼ばれるべきものである．そして，投資量の変化率は（技術水準をしめすcLdjを不変
とすれば)ｔ８と表現できることになるゆえに,先の推論が妥当であるためには，
，〈望
ｇ 
が成立していればよいはずである．すなわち，フロー回転期間の成長率弾力性が１よりも大きい．このとき，
回転期間は成長率の増加関数となる．じっさい，これをとくと，
α＄十吋十万
９ １＜１－αもβ;,Y；
となり，回転期間が成長率の増加関数であるための条件，
αb＋角＋で〉１－α棚で， 
と一致する．だから，フロー回転期間の成長率弾力性がｌよりも大きい場合，成長率が与えられれば回転期
間は一意に与えられることになる．
さて’この弾力性の仮定が課されると，「時間の履歴」に関しても制約がかかるが，たとえば，時間の履歴
が単純な時間のずれ囚ｊである場合，この条件は必ず満たされる．じっさい，
幽薑二＝謡うi/'』>@０９仰
となり，回転期間が成長率の増加関数であることがわかる．
この仮定をまとめておこう．
仮定１（回転期間の仮定）第ｊ個別資本における商品ｊのフロー回転期間をtijとするいかなる’,ｊにつ
いても，フロー回転期間の成長率弾力性は１よりも大きい．すなわち,
，〈雲
ｇ 
この仮定が採用されると，成長率と回転期間とが－対一で決まることになるのである．
４４ 
Ａ１３回転期間と利潤率
今までの経済学においては，総回転期間の変化が利潤率にどのような影響を及ぼすかを陽表的に分析する
ことがきわめて難しかった．そこでここでは，その分析を行う．なお，本節は価格水単と利潤率との存在は
保証されるものとし，ここでは専ら比較静学に徹することになる．なお』価格と利潤の証明については後節
にゆだねておく．
まず，本節で証明されるべき定理を先に掲げておこう．
定理Ａ､1.1(回転期間の短縮と利潤率）個別資本ｊの総回転期間五jiが(Ａ１Ｌ一定のもとで）短縮した
とする．このとき実質賃金６を一定とすると．短縮後の新しい生産価格のもとでの新利潤率は．短縮以前
の古い生産価格のもとでの旧利潤率を上回る．
これは一見自明の事柄に見える．じっさい，回転期間が短縮されれば，利潤率が上がるのは当然であるか
らである．しかしながら，ことはそれほど自明ではない．
いま，個別資本ｊが効率的な生産編制や流通編制を考案し，その結果，回転期間が短縮（回転率が上昇）
したとしよう．また'生産物一単位を生産するのに必要なＡ１Ｌは変化しないものとしてみよう．じっさい，
その時その場の知識が蓄積された結果，新たな技術導入をしないでも生産効率が高まることは大いにあり得
ることである．
これによって’利潤率が上昇するのは自明であるかに見える．しかしながら，それが自明であるように見
えるのは，価格を一定に保った場合を暗黙のうちに想定しているからである．それならば，利潤率の上昇は
自明である．というのも，回転期間と利潤率とは反比例の関係にあるからである．だが，価格の変化を許容
すると，それは途端に自明ではなくなってしまう．
回転期間の縮小によって効率的な生産編成が採用された結果，産出数量は単位期間で増大するだろう．し
かしながら,投入に関してもその分多くの投入がいることになり，生産要素市場の需給が逼迫し，投入財の
価格が上昇する可能性がある．もしも価格上昇が無視できないほど大きいものであれば，産出数量の増大に
よってもたらされる収入の増大よりも，費用の増大によってうち消されてしまうことも大いにあり得るので
ある．つまり，平均期間の短縮は，旧価格一定のもとでは必ず利潤を上昇させるだろう．しかしながら，平
均期間短縮後の新価格のもとで利潤率が上昇しうるかどうかは，自明な事柄ではなく，証明を要する事柄な
のである．
さて，以下ではその証明を与えておこう2)．
まず，価格体系を再褐しておこう．記号を簡略化するため，Ａ＋6Ｌ＝ＭＡ宰十6L・＝〃察とすると，以
下の式を得る．
ｐ＝ｐ(Ｍ＋汀Ｍ率）（ＡＬ３１）
個別資本jにおける商品jの新しい総回転期間を巧としよう.条件より,渇く角が成立する.この
新しい回転期間が成立したときの個別資本ｊが採用している技術ベクトルをjlnl7,全体の技術行列を〃と
書くことにしよう．このとき］個別資本ｊの単位あたり前貸資本蛍は，|日価格ｐではかるとｐＭｿ〈】Ｍ
となる．すると，個別資本ｊに関して，次の式が成り立つ．
2〕以下で与えられる証明は，利潤率の傾向的低下法則に対するcouterproof，いわゆる匠塩定理と同じ構造を有している．
Okishio(1961)参照．ただし，以下の証明は均輔利潤率の成立を前提とした旺明方法である．これに関してはBowles(1981)お
よびRcemeU･(1981)参照．
4５ 
ｐ，〉ｐ(Ｍ＋汀AZI7）
そして経済全体では，式(A､1.3.1）と式(AL32)より，
ｐ≧ｐ(Ｍ十万Ⅲ.）
(Ａ１3.2） 
(Ａ1.3.3） 
が成り立つ．式(Ａ1.3.3)および生産的の条件より，Ｍ＋汀Ｍ・のフロベニウス根は１よりも小さい．また，
フロベニウスの定理より，
ワーカ(Ｍ十行〃.）（ＡL3.4）
となるような正のｐが存在し，その固有根を１とするような行が存在する3)．式(Ａ､133）の汀は，その
行列の固有値を１より小さくするような値であり，式(AL34)の汁はその行列の固有値を１にするよう
な値であるから，フロベニウス根の単調性と連続性より，あきらかに汀く行が成立する；すなわち，総回転
期間の縮小により，利潤率は必ず上昇する．
このことの含意を述べておこう．マルクス経済学にとってのこの定理の意味は，利潤率傾向的低下法則の
｢反対に作用する諸原因」（Ｋ,、,ｓ242）としてもう一つ重要な事項が付け加わったということである.そ
れは資本による回転期間の短縮である．これはＡ，Ｌ，ｂといった技術が一定のもとで成り立つものである
から]労働価値はいささかも変化していないことに注意しよう．それゆえ，搾取率も不変である.ゆえに』
資本は搾取率を一定に保ちながらも利潤率を増大させることができる．つまり，資本は掩取率を増大させる
ことに執着するよりも，回転率を高める戦略を採るかもしれないのである．これはマルクス経済学に対して
いささかの反省を促す．
それはまず，価値の分析によって回転率を解明することはできないのだから，価値理論によっては十全に
資本の運動を捉えることができない可能性があるということである．じっさい，技術Ａ，Ｌ一定のもとでは
回転率の上昇によっても価値は変わらず！（実質賃金は仮定により一定なので）搾取率も一定である・にもか
かわらず，利潤率は上昇するのである．これは掩取率がフローから定凝されるものであるのに対して’利潤
率がストックから定溌されるものであるという相違に対応している.すなわち，フローの関係は変化しない
でも利潤率は変化しうるのである．
回転率の上昇によって，生産過程は激烈でかつ単調なものになるかもしれない．一人一人の作業が過酷を
極め，心身共に疲労困個するかもしれない．たしかに，そのような生産過程の非民主的な編成に対して，（マ
ルクス経済学者のみならず）マルクス主凝者は反対の意を強く表明してきた．しかしながら，その反対の鎗
拠として価値論を根拠とすることはできない．搾取はあくまで分配の指標であって，生産編成の過酷さの指
標ではないからである．
もしもマルクス主凝者が理論的に反対を表明しうるとすれば，われわれが示したように，それが利潤率の
規定要因の－つだという点である．資本は，姿態変換を繰り返しながら増殖する運動体である．それゆえに
こそ，飽<なき利潤の追求をもくろむはずである．そのために資本は，搾取率（価格タームでは賃金あたり
利潤率)，資本の有機的構成（価格タームでは費用にしめる賃金シェア)，回転率の三つの指標をそれぞれ高
める戦略を練るだろう．それらは労働者にとって，分配の不利，雇用機会の減少，生産過程の過酷さとして
現象することになる．
a）フロベニウスの定理については次節を参照のこと．
4６ 
だから，資本の運動に終止符を打とうとするならば，これら三つの指標に対して注意を払わなければなら
ないはずである．この三つのうち，搾取率と資本の有機的構成については様々な理鎗が箪傭されてきたが，
回転期間に関してはほとんど言及がなかった．本節は，その欠を補う役割を果たすべく書かれたのである．
Ａ２数量・価格．価値
まず最初に，以下に展開される鍍輪の瞼理連関を示しておこう．それは以下のような図Ａ１となる．
数量体系
ｚ＝(Ｍ＋9Ｍ．＋(１－s)/p(Ｅ－Ｍ)沖
9,〃の決定｜
丁(9)の決定！
定理１
仮定１
価格体系
ｐ＝ｐＭ＋7TPM｡ 
’ 
…･………･…･…．｡…･丙･ｉ
ｉ７ｒ,ｐの決定ｉ
ｃｏ-...........。...．．..｡...cc.『
定理２
図Ａ１：数量と価格の蛤理連関
まず，再生産表式を手がかりとして数量体系が定式化され，そこで成長率と数避水準が決定された．これ
が定理１である．そして，この成長率をもとに回転期間が決定されるという仮定がなされると，回転期間が
与えられる．これが既に与えておいた仮定１に他ならない．そして，この回転期間が決定されると，価格体
系が定式化され，利潤率と価格水準が決定される．これが定理２である．この二つの定理によって，資本の
水準が内生的に決定されることになるのである．
この節では，数量体系と成長率，価格体系と利潤率，価値体系と搾取率のそれぞれに関する定理を証明す
る．そこで，諸々の証明に必要な知麟をまとめて掲げておくことにしよう．それはよく知られるフロベニウ
スの定理（FtobeniusTheorem）である4)．
4)以下に掲げる賭定理の証明は行わない．それらの庇明は様々な数理経済学の敏科書に見られる．例えばTakayama(1974)ある
いはＳでhwartz(1961）を参照のこと．Ｐ
４７ 
定理Ａ､2.2（フロペニウスの定理）Ａ＞Ｏが分解不能（航decomllosable）であるとする．このときＡは,
入(AルーＡａＤ
となる正の固有ペクトル鉱＞Ｏと正（で実数）の最大固有値（フロペニウス根）入(Ａ)＞Ｏをもつ（zが横
ペクトルの増合も同様)．さらに，もしもＢ＞Ａ＞Ｏであるならば．それらのそれぞれのフロベニウス根
入(B）入(A)との間に，入(B)＞入(A)が成り立つ（フロペニウス根の単鯛性）また，入(A)はＡの連続関
数である（フロペニウス根の連続性)．
もう一つ，･使用する定理をあげておく．
定理Ａ､2.3（生産的）Ａ＞Ｏが生産的であるとするこのときＡは，
ｚ＞Ａ⑰ 
となる正のペクトルェ＞Ｏが存在しこのときのＡの固有値の絶対値は１よりも小さいまた，このとき
(Ｅ－Ａ)-1ｚＯが成り立つ．
なお，生産的であることと，いわゆるホーキンス・サイモンの条件は同値である．
A２．１数量体系と成長率
ここでの課題は，定理１の証明，すなわち数量ベクトルと斉一成長率の存在を証明することである.数量
体系は，
エー(A⑳＋6Lz)＋9(A､＋bL･)毎十(１－s)/p(Ｅ－(Ａ＋6ｐ)沖 （A､2.1.1） 
である．ここに登場する価格ｐは必ずしも生産価格でなくともよいがしかし，利潤が正となるような正の
価格ベクトルであることとする．
ここで，
Ｂ(9)三Ａ＋6Ｌ＋9(A･十6L率)＋(１－s)fp(Ｅ－(Ａ＋6L)）（Ａ､212）
とすると！式(Ａ2.1.1)は明らかに
ｚ＝Ｂ(9)⑰ （Ａ21.3） 
となる．まず，
，(,)｣赤…赤&`!上(1-伽(画一仏+'L)）
となることに注意しよう．つまり，式(A2・L1)における右辺第一項と第二項の行列の成分は,上式Ⅱのよ
うに変形されるのである．これに注意すると，，＞Ｏに対して
．'昨｢-歳/篝辮篝手筈１輪-歳/睾芋差十苓別蓼。 （Ａ２Ｌ４） 
をえる５１さらに，Ａ＋6Ｌが分解不可能なので，（１－s)/p(Ｅ－(Ａ＋6L))＞ＯよりＢ(9)も分解不可能で
あることに注意しよう．すると，式(Ａ2.1.3)で＄が存在するのはＢの最大固有値が１となる場合に限ら
5)ｇ＞Ｏに対して０＜α＜１であり，ｏ'＜ｏである．β，γについても同擬である
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れるここで，Ｂ(9)のフロベニウス根を入(β)とすると，入(BルーＢｚなるｚ＞Ｏが存在し，入(B)は９
が増加すれば（フロベニウス根の単調・連続性と式(Ａ2.14）より）単調・連続に増加することになる．だ
から，この入(Ｂ）を１とする９の存在を肛明すればよい．
こんどは，（必ずしも生産価格ではない先と同一の）横ベクトルｐ＞Ｏでｐ(Ｅ－Ｂ(9)）を計算してみよ
う．すると，
ｐ(Ｅ－Ｂ(9))＝sp(Ｅ－(Ａ＋bL))－卯(A､＋bL．）（Ａ２Ｌ５）
をえる．右辺のｊ成分は，
ｓ(pj-(pAj＋lj))－”A;＋l;）（A21.6） 
となる．ここで，個別資本ｊの（必ずしも均等ではない）利潤率を
､坐了墓舞い （Ａ21.7） 
としよう．これを用いて式(Ａ2.1.6)を書き直すと，
（s7Tj-g)(pA;＋ｌ;）（Ａ２・L8）
ここで]各個別資本の利潤率のうち，その最大値を汀;…，その最小値を汀ｿ、としよう．すると，
S7T;mux≦９－ｐ≦pB(9) 
ｓ汀｝Ｉｍｚ９－ｐｚｐＢ(9)
が成り立つ．これは，ＳﾌﾞT}』盤≦，のときフロベニウス根が１以上，Ｓ汀}１ｍ三,のときフロベニウス根が１
以下であることを意味している故に，中間値の定理より，区間{S1TjPi皿,S汀?唾}内のある点で（Ｂ(9)のフ
ロベニウス根の連続性により)，それを１とする９が必ず存在する．しかも（フロベニウス根の単鯛性より）
それは一意である．
さらに，価格が生産価格の場合，
術;nｍ＝汀＝汀ｿ唾
となるので，
Ｓ７Ｔ＝９ 
をえるこれはもちろんケンブリッジ方程式である．
A２２価格体系と利潤率
ここでの課題は，定理２の証明，生産価格と利潤率の存在証明である．価格体系は，
ｐ＝(ｐＡ＋、L)＋汀(pA.＋TUL.）
Pb＝ｕノー１
(Ａ22.1） 
(Ａ2.22） 
である．ここで，
〃＝Ａ＋ｂＬ
Ｍ．＝Ａ、＋ｂＬ．
4９ 
と定義し，それぞれのフロベニウス根を入(Ｍ)，入(Ｍ､）とするすると，式(A､2.2.1）は
ｐ＝p(Ｍ十万Ｍ｡） (A223） 
となり，このフロベニウス根を入(〃＋，ｒＭ.）とする．これが’で存在すれば，正の価格ベクトルの存在が
保証されるから，入(〃十打Ｍ､)＝’の存在を証明すればよい．フロベニウス根の単調性より，
人(Ｍ＋汀Ｍ･)＞人(汀〃.）
＞行人(Ｍ･）（Ａ22.4）
が得られる．
まず，汀＝ｏのとき１入(〃十斤肱.)＝入(Ｍ)＜’である．入(Ｍ)＜’であるのはＭが生産的であると
いう仮定による．
次に，Ｔ→｡｡のとき，式(Ａ2.2.4）より入(Ｍ＋汀Ｍ率)→｡･である．つまり，利潤率が無限大に発散す
れば，フロベニウス根も無限大に発散する．しかも利潤率とフロベニウス根とは（単調性と連続性により）
－対一対応しているはずである．
以上より，汀がｏから単調に増加すると‘入(Ｍ＋汀Ｍ幸)は入(〃)＜１から単調連続に無限大へと発散す
る．ゆえに，入(Ｍ＋汀〃.）をｌとするような汀が一つ，そしてただ一つ存在する．
なお，成長率９を所与としたが，その存在は既に証明されている．また，９の存在から回転期間の一意性
は言えないが，フロー回転期間の成長率弾力性がｌよりも大きいという仮定１があれば，その存在の一意性
は言える．
A２３価値体系と搾取率
価値の縦ベクトルＡを次のように定穀する．
(A23.1） 。＝八Ａ＋Ｌ
すなわちⅢ労働価値は，間接労働と直接労働との和に等しいと定義することにしよう6)．
この労働価値によって示される関係は，じつは（一般に思われているように）購買されてきた投入財と産
出された完成商品の関係を表しているのではない．労働価値が示しているのは，完成商品に費消されている
費消分と，それによって生産された完成商品との関係なのである7)．ここで費消分とは，完成商品を－単位
生産するのに必要な投入財の量のことである．費消とは，じつは手に取ることのできないものである（手に
取ることのできるのは外から仕入れたilM買分である)，費消とは，完成商品から遡行的に見いだされる構成
概念であって，費消分がまずあって，それが完成商品を生産するのではないのである．
ただし’慌てて注意しておかなければならないのは，完成商品の成分を分析したとしても費消分が発見さ
れるわけではないということである．たしかに，自動車の成分を分析して鉄を解析することはできるだろう．
しかしながら，自動車の成分の中に（たとえば）労働は－分子だに入っていない．それゆえ，完成商品から
6〕ただし，Ａは分解不可能で生産的であるとする．
7〕二のことは固定安本を明示すれば明らかである固定資本の場合，購買したその価値がすぐさま移鰭されるのではなく，その固
定安本の減価償却部分に当たる費用項目の価､！[のみが移転される．滅価償却とは固定資本の生産的消畳部分に対応する．そして，
生産的消費部分に対しては費消という概念を宛っておいた．ゆえに’費消分と完成商品との間の関係を示しているのが労(Ｎｉ価値
なのである．
5０ 
遡行的に見いだされるとは，完成商品にしめる物理的なものではなく，その社会が利用できる技術的な関係
から発見できるという意味である．
さらに注意すぺきは，価値は投入の順序に依存しないということである．これは，抽象的人間労働の抽象
性が投入の順番といった生産における編成過程の具体性には依存しないことを意味しているこれを逆に言
えば，どのような生産過程の編成がなされていたとしても，労働価値脱を定義するには支障がないというこ
とである．また，労働価値説は費消と産出の間の関係を示すということから，それらがフローの赴であって，
ストック趣には依存しないということも併せて注意しておくべきである．じっさい，この方程式には回転期
間は登場しない．ゆえに，ストック量に依存していないことは明らかである．
以上の注意を踏まえた上で，擁取率の定凝を見てみよう．掩取率ｅは
１－４６ （Ａ2.32） ｅ＝弓I「
によって定義される．これは必要労働フロー分の剰余労働フローである．一方の利潤率は，利潤率は資本ス
トック分の利潤フローとして定蕊された，ここに，利潤率と掩取率の決定的な違いがある．つまりⅢ一方の
利潤率は具体的な生産・流通過程の編成における時間の履歴の総体であるストックに依存し，他方の搾取率
は具体的な生産．流通過程の編成には依存していないフローのみによって定義されている．一見，搾取率が
正だからといって利潤率が正であるかどうかはわからない．つまり，いわゆる「マルクスの基本定理」が成
立するかどうかは自明ではない．しかしながら，次の定理が証明できる8)．
定理Ａ､2.4(マルクスの基本定理）Ａ＋ｂＬ＞０が分解不能で生産的であるとするこのとき利潤率が正
となるのはⅢ搾取率が正である場合，そしてその場合に限る
早速証明に入ろう．まず価格体系を再褐しておく．
ｐ＝ｐ(Ｍ＋汀〃.）（A､23.3）
このとき，（Ｍ十河Ｍ,)のフロベニウス根が１となるような汀が存在し，そのとき非負の価格ベクトルも
存在した．この価格ベクトルは横固有ベクトルであるが，このとき正の生産数量についての縦固有ベクトル
ｚも存在するはずである．ゆえに，
ｚ＝(Ｍ＋何Ｍ.” （Ａ23.4） 
となるような非負の生産数肚ベクトルェが存在する．これを労働価値で評価すると，
d亜＝。(Ｍ十河〃.)鉱
となる．これを汀について解くと，
術_/￥V鵠V鵲１ (Ａ2.3.5） 
ここで，右辺第一項は搾取率，第二項は社会的総資本の有機的桐成，第三項は労働価値ではかった社会的
総資本の回転率である．第二・三項が必ず正であることに注意しよう．ゆえに，掩取率と利潤率とは同符号
である．すなわち，掩取率が正ならば利潤率は正であり，利潤率が正であるならば掬取率は正である．そし
て，利潤率が正で存在することは既に証明済みである．
3〕「マルクスの基本定理」の理践的含意については佐藤(l996ail997)を参照のこと．またｐ佐藤(2000)も6Fせて渉照のこと．
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